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序文
『Informatica 参照データガイド』を読むと、Informatica Developer および Informatica Analyst で使用可能

な参照データオブジェクトおよびファイルについて確認できます。参照データを使用すると、ビジネスニーズ
に基づいてソースデータの値を識別、分析、強化、または削除することができます。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
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製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム
（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network からグローバルサポートセンターに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network でオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスし、eSupport オプションを選択します。
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第  1  章

参照データの概要
この章では、以下の項目について説明します。
• 参照データの概要, 9 ページ
• Informatica 参照データ, 10 ページ
• ユーザー定義の参照データ, 10 ページ
• 参照テーブル, 11 ページ
• 参照データオブジェクトとバージョン管理, 12 ページ

参照データの概要
Informatica トランスフォーメーションは、参照データを使用してデータを分析および更新できます。参照デ
ータオブジェクトは、Developer tool と Analyst ツールで作成できます。参照データオブジェクトとファイル
をモデルリポジトリとファイルシステムにインポートすることもできます。
次のタイプの参照データを作成して編集できます。
参照テーブル

参照テーブルには、データ値のセットの標準バージョンと代替バージョンが含まれています。Developer 
tool で参照テーブルをトランスフォーメーションに追加し、ソースのデータ値が正確で、正しい形式であ
ることを検証します。
ほとんどの参照テーブルには、少なくとも 2 つのカラムが含まれています。1 つのカラムには値の標準ま
たは優先バージョンが含まれ、もう 1 つのカラムには代替バージョンが含まれます。参照テーブルをトラ
ンスフォーメーションに追加すると、テーブルに存在する値が入力ポートデータで検索されます。作業す
るデータプロジェクトに役立つデータを含むテーブルを作成できます。

コンテンツセット
コンテンツセットは、リポジトリまたはファイル内の参照データの値を指定するモデルリポジトリオブジ
ェクトです。コンテンツセットをトランスフォーメーションに追加すると、トランスフォーメーションで
コンテンツセット内のデータパターンと一致する値を求めて入力データが検索されます。

次のタイプの参照データを Informatica からダウンロードしてインストールできます。
アドレス参照データファイル

国内に配達可能なアドレスのデータを含む参照データファイル。アドレスバリデータトランスフォーメー
ションで参照データを読み取ります。アドレス参照データファイルを作成したり編集したりすることはで
きません。
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アドレス参照データは、定義されている期間において最新のものであり、定期的（四半期ごとなど）にデ
ータを更新する必要があります。

ID ポピュレーションファイル
個人、世帯、企業の ID に関する情報を含む参照データファイル。一致トランスフォーメーションと比較ト
ランスフォーメーションでポピュレーションファイルを使用して、入力データに存在する可能性のある ID
を検索します。ID ポピュレーションファイルを作成または編集することはできません。

Informatica 参照データ
アドレス参照データと ID ポピュレーションデータは、Informatica から購入してダウンロードできます。
参照データは Informatica アプリケーションから個別にダウンロードしてインストールします。システムにイ
ンストールする参照データについては、管理者に問い合わせてください。
アドレスを確認する国のアドレスデータファイルは、サブスクリプションベースで購入します。サブスクリプ
ションの期間内であれば、最新のアドレスデータをいつでも Informatica からダウンロードすることができま
す。

ユーザー定義の参照データ
データオブジェクトの値を使用して、参照データオブジェクトを作成できます。
例えば、プロジェクトまたは組織に固有の値が含まれるデータオブジェクトまたはプロファイルカラムを選択
できます。 カラム値からカスタム参照データオブジェクトを作成します。
以下のことを検証する手段として、データカラムから参照データオブジェクトを作成できます。
• カラムのデータ行に同じタイプの情報が含まれている。
• ソース値が有効である。参照オブジェクトには有効な値のリストが含まれていることも、有効でない値のリ

ストが含まれていることもあります。
以下の表に、参照データを含むことができるプロジェクトデータカラムの代表的な例を示します。

情報 参照データの例
最小在庫管理
単位（SKU）
コード

SKU カラムを使用して、ある企業にとって有効な SKU コードの参照テーブルを作成しま
す。 参照テーブルを使用して、データセットで正しいまたは正しくない SKU コードを検
索します。

従業員コード 従業員コードまたは従業員 ID カラムを使用して、有効な従業員コードの参照テーブルを
作成します。 参照テーブルを使用して、従業員データのエラーを検索します。

顧客口座番号 顧客口座カラムに対してプロファイルを実行し、口座番号パターンを識別します。 プロフ
ァイルを使用して、正しくないデータパターンのトークンセットを作成します。 トークン
セットを使用して、正しい口座番号構造に従っていない口座番号を検索します。

顧客名 顧客名カラムに名、ミドルネーム、および姓が含まれている場合、カラムで想定される文
字列構造を定義する確率モデルを作成できます。 確率モデルを使用して、カラムに属さな
いデータ文字列を検索します。
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参照テーブル
Analyst ツールと Developer tool で、参照テーブルを作成および更新します。
参照テーブルのメタデータはモデルリポジトリに格納されます。参照テーブルのカラムデータは、参照データ
ウェアハウスまたは別のデータベースに格納できます。参照データウェアハウスにカラムデータを格納すると、
Informatica サービスはテーブルを管理されている参照テーブルとして識別します。別のデータベースにカラ
ムデータを格納すると、Informatica サービスはテーブルを管理されていない参照テーブルとして識別します。
別のデータベースから参照データウェアハウスにデータをインポートする場合は、ネイティブ接続または
ODBC 接続を使用してデータをインポートします。管理されていないデータベースを参照テーブルのデータソ
ースとして指定する場合は、ネイティブ接続を使用してデータベースに接続します。
コンテンツ管理サービスの参照データウェアハウスオプション
コンテンツ管理サービスは、参照データウェアハウスへの接続を格納するアプリケーションサービスです。参
照データウェアハウスとしては、IBM DB2 データベース、Microsoft SQL Server データベース、または
Oracle データベースを指定できます。任意で、参照データウェアハウスの参照テーブルのスキーマをコンテン
ツ管理サービスのプロパティとして指定できます。
参照データウェアハウスとスキーマに関する次のルールとガイドラインを考慮してください。
• 管理される参照テーブルを作成する前に、コンテンツ管理サービスが参照データに使用するデータベースと

スキーマを確立します。
• コンテンツ管理サービスで参照テーブルスキーマを指定しない場合、このサービスはデータベース接続で指

定するスキーマを使用します。コンテンツ管理サービスまたはデータベース接続でスキーマを指定しない場
合、このサービスは既定のデータベーススキーマを使用します。

参照テーブルの構造
ほとんどの参照テーブルには、少なくとも 2 つのカラムが含まれています。1 つのカラムには、正しいまたは
必要なバージョンのデータ値が含まれます。他のカラムには、ソースデータに含まれる代替バージョンなど、
異なるバージョンの値が含まれます。
正しい値または必要な値が含まれたカラムは、有効カラムと呼ばれます。トランスフォーメーションがマッピ
ング内の参照テーブルを読み取るときに、トランスフォーメーションは無効なカラムの値を探します。無効な
値を見つけると、トランスフォーメーションは有効カラムからそれに相当する値を返します。有効な値を返す
のではなく、単一の共通の値を返すようにトランスフォーメーションを設定することもできます。
有効カラムには、ZIP コードなど、公式に正しいデータを含むことができます。例えば、組織固有の最小在庫
管理単位（SKU）の値など、プロジェクトに関連のあるデータを含めることができます。また、検索で使用す
るために、既知のデータエラーを含む値など、不良データの有効カラムを作成することもできます。
例えば、小売企業の有効な SKU 番号のリストが含まれる参照テーブルを作成するとします。ラベラトランスフ
ォーメーションに参照テーブルを追加し、トランスフォーメーションとのマッピングを作成します。製品デー
タベーステーブルに対してこのマッピングを実行します。マッピングが実行されると、ラベラーは有効な SKU
の値を含まない製品レコードを識別するカラムを作成します。
参照テーブルおよびパーサートランスフォーメーション
パターンベースの解析処理でテーブルデータを使用するには、単一カラムの参照テーブルを作成します。パタ
ーンベースの解析を実行するようにパーサートランスフォーメーションを設定し、トランスフォーメーション
の設定に参照データをインポートします。
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参照データウェアハウスの特権
コンテンツ管理サービスは、特権を使用して参照テーブルへのユーザーアクションを制限します。
Administrator ツールのセキュリティオプションでサービスの特権を確認または更新します。
参照テーブルを使用するには、コンテンツ管理サービスにおける以下の特権が必要です。
• 参照テーブルの作成
• 参照テーブルデータの編集
• 参照テーブルメタデータの編集
管理されていない参照テーブルのデータを編集するには、編集を許可するように参照テーブルオブジェクトが
設定されていることも確認します。
注: 管理されていない参照テーブルのメタデータをデータベースアプリケーションで編集する場合は、Analyst
ツールを使用してモデルリポジトリをテーブルと同期します。Developer tool で管理されていない参照テーブ
ルを使用する前に、モデルリポジトリとテーブルを同期する必要があります。

パラメータと参照テーブル
パラメータを使用して、モデルリポジトリの参照テーブルを特定できます。Developer tool で参照テーブルを
特定するパラメータを作成します。または、参照テーブルの場所をパラメータファイルに追加します。
Developer tool でパラメータを作成する場合は、マッピングでそのパラメータをトランスフォーメーションに
追加します。参照テーブルの場所をパラメータファイルに追加する場合は、コマンドプロンプトでマッピング
を実行するときにファイルを指定します。どちらの場合も、マッピングの実行時にデータ統合サービスがパラ
メータによって特定された参照テーブルを読み込みます。
参照テーブルを特定するパラメータは次のトランスフォーメーションに追加できます。
• 大文字小文字変換プログラムトランスフォーメーション
• ラベラトランスフォーメーション
• トークン解析モードでのパーサートランスフォーメーション
• 標準化トランスフォーメーション
注: コマンドプロンプトで、infacmd ms runMapping コマンドを使用してマッピングを実行します。

参照データオブジェクトとバージョン管理
参照データオブジェクトを保存するモデルリポジトリをバージョン管理アプリケーションと統合する場合は、
オブジェクトにバージョン管理を適用することができます。バージョン管理は、参照テーブルとコンテンツセ
ットに適用できます。
参照データオブジェクトは、バージョン管理をサポートするモデルリポジトリからチェックインおよびチェッ
クアウトすることができます。チェックアウトを元に戻し、前バージョンのオブジェクトを取得し、オブジェ
クトを前バージョンに保存することができます。参照データオブジェクトでバージョン管理が行われていない
場合は、モデルリポジトリで、編集する参照データオブジェクトがロックされます。その他ユーザーは、作業
中のロックされたオブジェクトを編集できません。オブジェクトを閉じると、モデルリポジトリでロックが解
除され、その他ユーザーはそのオブジェクトを編集できます。
注: バージョン管理は、モデルリポジトリに保存される管理されていない参照テーブルオブジェクトのメタデー
タに適用されます。バージョン管理は、管理されていない参照テーブルのデータには適用されません。前バー
ジョンの管理されていない参照テーブルから、参照データを表示または保存することはできません。
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第  2  章

Analyst ツールの参照テーブル
この章では、以下の項目について説明します。
• Analyst ツールの参照テーブルの概要, 13 ページ
• 参照テーブルのプロパティ, 13 ページ
• 参照テーブルエディタでの参照テーブルの作成, 15 ページ
• プロファイルデータからの参照テーブルの作成, 15 ページ
• フラットファイルからの参照テーブルの作成, 18 ページ
• データベーステーブルからの参照テーブルの作成, 19 ページ
• バージョン管理されているモデルリポジトリでの参照テーブルの操作, 20 ページ
• 参照テーブルの更新, 21 ページ
• 監査証跡イベント, 25 ページ
• 参照テーブルのルールおよびガイドライン, 26 ページ

Analyst ツールの参照テーブルの概要
Analyst ツールの［デザイン］ワークスペースで参照テーブルを作成します。
参照テーブルは、フラットファイル、モデルリポジトリのデータソース、および別のデータベースのテーブル
から作成できます。
参照テーブルは、プロファイルカラムまたはプロファイルカラム内のデータのサブセットから作成できます。
また、プロファイルから選択するカラムパターンから参照テーブルを作成することも可能です。
参照テーブルを作成または更新する際は、テーブルおよびテーブルに含まれるデータ列でプロパティを設定し
ます。

参照テーブルのプロパティ
Analyst ツールでは、参照テーブルのプロパティを表示および更新できます。参照テーブルには全般プロパテ
ィおよびカラムのプロパティが表示されます。全般プロパティには、参照テーブル名、作成日付、データベー
スの接続名、および有効なカラム名などが含まれます。カラムのプロパティには、カラム名、精度値、および
スケール値などが含まれます。
プロパティは読み取り専用モードで表示することができます。プロパティを更新するには、参照テーブルを編
集またはチェックアウトします。
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参照テーブルの全般プロパティ
全般プロパティには、参照テーブルオブジェクトに関する情報が含まれます。
次の表は、全般プロパティの説明です。

プロパティ 説明
名前 参照テーブル名。
説明 参照テーブルについてユーザーが入力したすべての説明。
場所 モデルリポジトリでの参照テーブルオブジェクトの場所。
有効なカラム 参照テーブルでの有効カラムの名前。
作成日時 参照テーブル名の作成日時。
作成者 参照テーブルを作成したユーザーのログイン名。
最終変更日 参照テーブルに対する最新の更新の日時。
最終変更者 最新の更新を行ったユーザーのログイン名。
接続名 参照データの値を保存するデータベースの接続名。
タイプ 参照テーブルタイプ。参照テーブルには管理されているものと、管理されていないものが

あります。

参照テーブルのカラムのプロパティ
カラムのプロパティには、カラムのメタデータに関する情報が含まれます。
以下の表に、カラムのプロパティを示します。

プロパティ 説明
名前 列の名前です。
データ型 各カラム内のデータのデータ型。以下のいずれかのデータ型を選択できます。

- bigint
- date/time
- decimal
- integer
- string
注: データ型に精度とスケールの値が指定されていない場合、数値データ型を使用する Oracle
テーブルからは管理されている参照テーブルを作成できません。

精度 各カラムの精度。精度は、カラムに格納できる最大桁数または最大文字数です。
精度の値は、データ型に応じて設定します。

スケール 各カラムのスケール。スケールは、カラムに格納できる小数点以下の最大桁数です。小数の
カラムに適用されます。
スケールの値は、データ型に応じて設定します。
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プロパティ 説明
説明 任意での各カラムの説明。
NULL 可能 カラムが NULL 値を持つことが可能かどうかを示します。
キー データベースソースからインポートする、テーブル内のプライマリキーカラム。

管理されていない参照テーブルを更新する場合、ソースデータベースのプライマリキーカラ
ムから派生したカラムに重複する値を追加することはできません。管理されている参照テー
ブルについては、すべてのカラムに重複する値を追加できます。

参照テーブルエディタでの参照テーブルの作成
参照テーブルエディタでテーブル構造を定義し、参照テーブルにデータを追加します。
1. ［新規］ > ［参照テーブル］をクリックします。 

新しい参照テーブルウィザードが開きます。
2. ［参照テーブルエディタを使用します］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。 
3. テーブルにカラムを追加するには、［新しいカラムの追加］オプションを使用します。 
4. カラムごとにプロパティを設定します。 

プロパティには、カラム名、データ型、精度、およびスケールなどがあります。
トランスフォーメーションで参照データの検索によって返すことができるデータがカラムに含まれている
場合は、［有効］オプションを選択します。

5. 必要に応じてカラムを追加し、詳細な説明を参照テーブルのメタデータとして含めます。 
6. 必要に応じて、テーブルの監査のメモを入力します。 

監査のメモは、監査証跡ログに表示されます。
7. ［次へ］をクリックします。 
8. 参照テーブルの名前を入力し、モデルリポジトリでの参照テーブルオブジェクトの場所を選択します。 
9. ［完了］をクリックします。 

プロファイルデータからの参照テーブルの作成
プロファイル内のソースデータに関連付けた参照テーブルを、プロファイルデータから作成できます。参照テ
ーブルを使用して、ソースデータ内のさまざまなタイプの情報を検索します。
プロファイルを使用して参照テーブルを作成または更新するには、以下の方法があります。
• プロファイルのカラムを選択して参照テーブルに追加する。
• プロファイルカラムを参照しし、カラムデータのサブセットを参照テーブルに追加する。
• プロファイルのカラムを選択し、そのカラムのパターン値を参照テーブルに追加する。

参照テーブルエディタでの参照テーブルの作成       15



プロファイルカラムデータからの参照テーブルの作成
参照テーブルは、プロファイルデータカラム内の 1 つ以上の値から作成できます。プロファイルでカラムを選
択し、参照テーブルに追加するカラム値を選択します。
1. Analyst ツールで、［ライブラリ］ワークスペースを開きます。 
2. ［プロファイル］アセットカテゴリを選択します。 

ライブラリには、モデルリポジトリ内のプロファイルのリストが表示されます。
3. 参照テーブルに追加するカラムが含まれるプロファイルを開きます。 

プロファイルの概要には、プロファイルのカラム名がリスト表示されます。
4. カラムデータを確認します。 

カラムデータを表示するには、カラム名をクリックします。
5. 詳細なプロファイルビューで、参照テーブルに追加するデータ値を選択します。値は、1 つずつ選択する

か、すべてまとめて選択できます。 
6. カラム名を右クリックし、［参照テーブルへの追加］を選択します。 

次の図に、詳細なプロファイルビューでのデータカラムを示します。

図の番号 1 は、［参照テーブルへの追加］オプションを示しています。
7. 参照テーブルへの追加ウィザードが開きます。 

［参照テーブルの作成］オプションを選択します。
注: データを現在の参照テーブルに追加するオプションを選択することもできます。

8. ［次へ］をクリックします。 
カラム名は、デフォルトで参照テーブル名として表示されます。必要に応じて、名前を更新します。

9. 必要に応じて、説明とデフォルト値を入力します。 
値が含まれていないテーブルレコードにはこのデフォルト値が使用されます。

10. ［次へ］をクリックします。 
11. カラムのプロパティを確認します。 

必要に応じて、詳細な説明メタデータ用のカラムを作成するオプションを選択します。
12. ［次へ］をクリックします。 
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13. 参照テーブル名と説明を確認します。 
必要に応じて、監査のメモを入力します。

14. 参照テーブルオブジェクトのモデルリポジトリの場所を選択します。 
15. ［完了］をクリックします。 

値パターンからの参照テーブルの作成
参照テーブルは、プロファイルカラムのカラムパターンからも作成できます。 パターンは、1 つ以上のカラム
フィールドにあるデータ値の構成を表します。プロファイルでカラムを選択し、作成する参照テーブルに追加
するパターンを選択します。
1. Analyst ツールで、［ライブラリ］ワークスペースを開きます。 
2. ［プロファイル］アセットカテゴリを選択します。 

ライブラリには、モデルリポジトリ内のプロファイルのリストが表示されます。
3. 参照テーブルに追加する値パターンが含まれるプロファイルを開きます。 

プロファイルの概要には、プロファイルのカラム名がリスト表示されます。
4. 参照テーブルに追加するパターンデータを定義するカラムを選択します。 
5. カラムデータパターンを確認します。 

カラムデータを表示するには、カラム名をクリックします。
6. 詳細なプロファイルビューで、追加するカラムパターンを選択します。 
7. 選択したパターンを右クリックし、［参照テーブルへの追加］を選択します。 

次の図に、詳細なプロファイルビューでのカラムのデータパターンを示します。

図の番号 1 は、［参照テーブルへの追加］オプションを示しています。
8. ［参照テーブルへの追加］ウィザードが開きます。 

［参照テーブルの作成］オプションを選択します。
注: データを現在の参照テーブルに追加するオプションを選択することもできます。

9. ［次へ］をクリックします。 
カラム名は、デフォルトで参照テーブル名として表示されます。必要に応じて、名前を更新します。

10. 必要に応じて、説明とデフォルト値を入力します。 
値が含まれていないテーブルレコードにはこのデフォルト値が使用されます。

11. ［次へ］をクリックします。 
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12. カラムのプロパティを確認します。 
必要に応じて、詳細な説明メタデータ用のカラムを作成するオプションを選択します。

13. ［次へ］をクリックします。 
14. 参照テーブル名と説明を確認します。 

必要に応じて、監査のメモを入力します。
15. 参照テーブルオブジェクトのモデルリポジトリの場所を選択します。 
16. ［完了］をクリックします。 

フラットファイルからの参照テーブルの作成
CSV ファイルから参照データをインポートできます。ファイルデータをインポートするには、新しい参照テー
ブルウィザードを使用します。
参照テーブルの作成に使用するフラットファイルごとにプロパティを設定する必要があります。

Analyst ツールのフラットファイルプロパティ
フラットファイルを参照テーブルとしてインポートする場合、ファイル内の各カラムのプロパティを設定する
必要があります。設定したオプションによって、Analyst ツールによるファイルのデータの読み取り方法が決
まります。
次の表に、参照テーブルのファイルデータをインポートする際に設定可能なプロパティを記載します。

プロパ
ティ

説明

区切り
文字

データのカラムをパーティション化するのに使用される文字。［その他］フィールドを使用すれ
ば、別の区切り文字を入力できます。
区切り文字は印字可能な文字でなければなりません。また、エスケープ文字や引用符を選択した
場合には、それと別な文字でなければなりません。
印字されないマルチバイト文字を区切り文字として選択することはできません。

引用符 引用符はテキスト文字列の境界を定義します。
［なし］、［シングルクォーテーション］、または［ダブルクォーテーション］を選択してください。

引用符を選択すると、引用符で囲まれた文字列内の区切り文字が無視されます。
カラム
名

1 行目からカラム名をインポートします。カラム名が最初の行に含まれている場合に、このオプ
ションを選択します。
プレビューの先頭の行のデータがカラム名に使用されます。
デフォルトでは、無効になっています。

値 ある行から値のインポートを開始するオプション。 ウィザードでのファイルのインポート時に読
み取りを開始するプレビューの行番号を示します。
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フラットファイルからの参照テーブルの作成
フラットファイルから参照テーブルデータを作成するときは、ファイルのカラム構造を使用したテーブルにフ
ァイルデータをインポートします。
1. ［新規］ > ［参照テーブル］をクリックします。 

［新しい参照テーブル］ウィザードが表示されます。
2. ［フラットファイルのインポート］オプションを選択します。 
3. ［次へ］をクリックします。 
4. ［ファイルを選択］をクリックして、フラットファイルを選択します。 
5. フラットファイルのデータに一致するコードページを選択します。 
6. ［アップロード］をクリックしてファイルデータをアップロードします。 
7. ［次へ］をクリックします。 
8. フラットファイルのプロパティを設定します。 

プロパティにより、ファイルで使用される区切り文字と、ファイルの第 1 行目にカラム名を含めるかどう
かを指定します。

9. 設定したプロパティをプレビューするには、［プレビュー］ペインを更新します。 
10. ［次へ］をクリックします。 
11. カラムごとにプロパティを設定します。 

プロパティには、カラム名、データ型、精度、およびスケールなどがあります。
トランスフォーメーションで参照データの検索によって返すことができるデータがカラムに含まれている
場合は、［有効］オプションを選択します。

12. 必要に応じてカラムを追加し、詳細な説明を参照テーブルのメタデータとして含めます。 
13. 必要に応じて、テーブルの監査のメモを入力します。 

監査のメモは、監査証跡ログに表示されます。
14. ［次へ］をクリックします。 
15. 参照テーブルの名前を入力し、モデルリポジトリでの参照テーブルオブジェクトの場所を選択します。 
16. 必要に応じて、テーブルの説明を入力します。 
17. ［完了］をクリックします。 

データベーステーブルからの参照テーブルの作成
データベーステーブルから参照テーブルを作成する場合は、モデルリポジトリにメタデータオブジェクトを作
成します。参照データデータウェアハウスにテーブルデータをインポートすることもできます。
管理されている参照テーブルを作成する場合は、カラムデータを参照データウェアハウスにインポートします。
管理されていない参照テーブルを作成する場合は、カラムデータを格納するデータベーステーブルを指定しま
す。管理されている参照テーブルは、ODBC 接続またはネイティブ接続から作成できます。管理されていない
参照テーブルは、ネイティブ接続から作成できます。
参照テーブルを作成する前に、参照データを含むデータベースへの接続が Informatica ドメインに含まれてい
ることを確認します。ドメインにデータベースへの接続が含まれていない場合、Analyst ツールで定義できま
す。
データベース接続を定義するには、［管理］ > ［接続］をクリックします。
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データベーステーブルからの参照テーブルの作成
参照テーブルを作成するには、データベースに接続して参照データを含むテーブルを選択します。
1. ［新規］ > ［参照テーブル］を選択します。 

新しい参照テーブルウィザードが表示されます。
2. ［リレーショナルテーブルに接続する］オプションを選択します。 

参照データウェアハウスにデータを格納しない参照テーブルを作成する場合は、［未管理のテーブル］を選
択します。
ユーザーが管理されていない参照テーブルを編集できるようにするには、［編集可能］オプションを選択し
ます。

［次へ］をクリックします。
3. 接続リストからデータベース接続を選択します。 

［次へ］をクリックします。
4. ［テーブル］パネルでテーブルを選択します。 
5. ［プロパティ］パネルで、テーブルのプロパティを確認します。 

必要に応じて、［データプレビュー］をクリックしてテーブルデータを表示します。
［次へ］をクリックします。

6. ［カラム属性］パネルで有効なカラムを選択します。 
管理された参照テーブルを作成する場合は、［カラム属性］パネルで以下のアクションを実行します。
• 参照テーブルのカラム名を編集する。
• 行レベルの説明のため、メタデータカラムを追加する。

7. 必要に応じてカラムを追加し、詳細な説明を参照テーブルのメタデータとして含めます。 
8. 必要に応じて、テーブルの監査のメモを入力します。 

監査のメモは、監査証跡ログに表示されます。
9. ［次へ］をクリックします。 

10. 参照テーブルの名前を入力し、モデルリポジトリでの参照テーブルオブジェクトの場所を選択します。 
11. 必要に応じて、参照テーブルの説明を入力します。 
12. ［完了］をクリックします。 

バージョン管理されているモデルリポジトリでの参照テーブルの操作
参照テーブルを読み取り専用モードで開きます。参照テーブルで作業する場合は、編集モードに切り替えるか、
またはモデルリポジトリから参照テーブルをチェックアウトする必要があります。
1. Informatica ツールバーで、［開く］をクリックします。 

アセットライブラリが開きます。
2. ［参照テーブル］アセットカテゴリを選択し、参照テーブル名を選択します。 

参照テーブルが読み取り専用モードで開きます。
3. 現在のバージョンの参照テーブルを編集するには、［編集］をクリックします。 
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バージョン管理されているモデルリポジトリの参照テーブルを編集するには、参照テーブルをチェックア
ウトします。

4. 参照テーブルでの作業が完了したら、［完了］をクリックします。Analyst ツールで、参照テーブルに変更
内容が保存されます。 
バージョン管理されているモデルリポジトリから参照テーブルをチェックアウトした場合は、オブジェク
トをチェックインします。バージョン管理されているモデルリポジトリの参照テーブルのバージョンは、
オブジェクトをチェックインするまで更新されません。

参照テーブルの更新
参照テーブルに含まれるビジネスデータは経時的に変化します。参照テーブル中のデータやメタデータを確認
および更新してテーブルに正確な情報が含まれていることを確認します。参照テーブルの更新は Analyst ツー
ルで行います。データやメタデータの更新は管理された参照テーブルと管理されていない参照テーブルのどち
らでも行えます。
参照テーブルのデータやメタデータには以下の操作を実行できます。
カラムの管理

カラムの追加、カラムの削除、およびカラムプロパティの編集が可能です。
行の編集

参照テーブルにデータ行を追加できます。
参照データ値の更新

参照データ値を編集できます。
データ値の置換

［検索と置換］オプションを使用して、正確ではなくなった、あるいは組織に関係なくなったデータ値を置
き換えます。カラムの値を検索し、別の値に置き換えることができます。 カラムのすべての値を単一の値
に置き換えられます。

参照テーブルのエクスポート
参照テーブルを、カンマ区切り（CSV）ファイル、辞書ファイル、 Excel ファイルにエクスポートします。

管理されていないテーブルの編集の有効化または無効化
管理されていない参照テーブルを更新して、テーブルのデータやメタデータへの編集を有効または無効に
します。

参照テーブルデータのリフレッシュ
参照テーブルデータを Analyst ツールに再ロードし、データの最新の変更を確認します。

カラムの管理
参照テーブルにカラムを追加し、カラムのプロパティを更新することができます。また、管理されていない参
照テーブルの編集可能なステータスを更新することもできます。
1. ［開く］をクリックします。 

アセットライブラリが開きます。
2. ［参照テーブル］アセットカテゴリを選択し、参照テーブル名を選択します。 

参照テーブルの更新       21



参照テーブルが読み取り専用モードで開きます。
3. 現在のバージョンの参照テーブルを編集するには、［編集］をクリックします。 

バージョン管理されているモデルリポジトリの参照テーブルを編集するには、参照テーブルをチェックア
ウトします。

4. ［アクション］メニューを開き、［カラムプロパティの変更］を選択します。 
［カラムプロパティの変更］ ダイアログボックスが開きます。ダイアログボックスのオプションを使用し

て以下の操作を実行します。
• カラムの追加
• このテーブルの有効なカラムを変更します。
• カラム名を変更します。
• カラムの説明テキストを更新します。
• 管理されていない参照テーブルの編集可能なステータスを更新します。
• テーブルの監査のメモを更新します。

5. 操作が完了したら、［OK］をクリックします。 

行の管理
参照テーブルの行を追加、編集、または削除することができます。
1. ［開く］をクリックします。 

アセットライブラリが開きます。
2. ［参照テーブル］アセットカテゴリを選択し、参照テーブル名を選択します。 

参照テーブルが読み取り専用モードで開きます。
3. 現在のバージョンの参照テーブルを編集するには、［編集］をクリックします。 

バージョン管理されているモデルリポジトリの参照テーブルを編集するには、参照テーブルをチェックア
ウトします。

4. データの行を編集します。データの行は以下の方法で編集できます。 
• 行を追加するには、［アクション］ > ［行の追加］を選択します。

［行の追加］ダイアログボックスで、有効なカラムおよび少なくとも 1 つの他のカラムに値を入力しま
す。必要に応じて、監査のメモを入力します。

［OK］をクリックして行を追加します。
• 単一データ値を更新するには、値をクリックしてデータを更新します。

データを更新したら、行レベルのオプションを使用してデータを受け入れまたは拒否します。データ行
にデータを直接入力するときに監査のメモを入力することはできません。

• 行のデータ値を更新するには、［アクション］ > ［行の編集］を選択します。
［行の編集］ダイアログボックスで、1 つ以上のカラムに値を入力します。必要に応じて、監査のメモ

を入力します。
［適用］をクリックして、選択したカラムのデータを更新します。

• 複数の行の値を更新するには、編集する行を選択して、［アクション］ > ［行の編集］を選択します。
［複数の行の編集］ダイアログボックスで、1 つ以上のカラムに値を入力します。必要に応じて、監査

のメモを入力します。
［OK］をクリックして、選択したカラムのデータを更新します。
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• 行を削除するには、削除する行を選択して［アクション］ > ［削除］をクリックします。
［行の削除］ダイアログボックスで、必要に応じて監査のメモを入力します。
［OK］をクリックして行を削除します。

注: Developer ツールを使用して大きな参照テーブルで行データを編集します。たとえば、参照テーブルに
500 を超える行が含まれる場合には、Developer ツールでテーブルを編集します。

値の検索と置換
参照テーブル中のデータ値を検索したり置き換えたりできます。テーブルに更新するデータ値のインスタンス
が 1 つ以上含まれるとき、検索と置換オプションを使用します。
1. ［開く］をクリックします。 

アセットライブラリが開きます。
2. ［参照テーブル］アセットカテゴリを選択し、参照テーブル名を選択します。 

参照テーブルが読み取り専用モードで開きます。
3. 現在のバージョンの参照テーブルを編集するには、［編集］をクリックします。 

バージョン管理されているモデルリポジトリの参照テーブルを編集するには、参照テーブルをチェックア
ウトします。

4. ［アクション］ > ［検索と置換］をクリックします。 
［検索と置換］ツールバーが表示されます。

5. ツールバーで検索条件を入力します。 
• ［検索］フィールドでデータ値を入力します。
• 検索するカラムを選択します。デフォルトでは、すべてのカラムが検索されます。
• ［置換後の文字列］フィールドにデータ値を入力します。

6. 以下のオプションを使用して値を個別に、または一括で置き換えます。 
• ［次へ］と［前へ］オプションを使用して値を個別に検索します。
• 値を置き換えるには、［置換］を選択します。
• 値のすべてのインスタンスを表示するには、［すべてハイライト］を選択します。
• すべてのインスタンスの値を置き換えるには、［すべて置換］を選択します。

参照テーブルのデータのエクスポート
参照テーブルのデータを、カンマ区切りファイル、辞書ファイル、または Microsoft Excel ファイルにエクス
ポートします。データは読み取り専用モードでエクスポートすることができます。
1. ［開く］をクリックします。 

アセットライブラリが開きます。
2. ［参照テーブル］アセットカテゴリを選択し、参照テーブル名を選択します。 

参照テーブルが読み取り専用モードで開きます。
3. ［アクション］ > ［データのエクスポート］をクリックします。 

［ファイルへのデータのエクスポート］ダイアログボックスが開きます。
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次の表で、ダイアログボックスのオプションについて説明します。
オプション 説明
ファイル名 データを入力するファイルの名前。エクスポート操作によりファイルが作成され

ます。
ファイル形式 データを入力するファイルの形式。次のいずれかの形式を選択します。

• csv: カンマ区切りファイルデフｫルト形式。
• xls: Microsoft Excel ファイル。
• dic: Informatica 辞書ファイル

先頭行としてフィ
ールド名をエクス
ポートする

カラム名オプション。オプションを選択してカラム名を含むファイルの先頭行を
指定します。

コードページ 参照データのコードページ。デフォルトのコードページは UTF-8 です。

4. ［OK］をクリックしてファイルをエクスポートします。 

管理されていない参照テーブルでの編集の有効化と無効化
管理されていない参照テーブルのデータ値とカラムに対する更新を有効または無効にすることができます。
参照テーブルの編集可能なステータスを変更する前にテーブルを保存してください。
1. ［開く］をクリックします。 

アセットライブラリが開きます。
2. ［参照テーブル］アセットカテゴリを選択し、参照テーブル名を選択します。 

参照テーブルが読み取り専用モードで開きます。
3. 現在のバージョンの参照テーブルを編集するには、［編集］をクリックします。 

バージョン管理されているモデルリポジトリの参照テーブルを編集するには、参照テーブルをチェックア
ウトします。

4. ［アクション］メニューを開き、［カラムプロパティの変更］を選択します。 
［カラムプロパティの変更］ ダイアログボックスが開きます。

5. ［編集可能］オプションを選択または解除します。 
注: 次の条件は、ユーザーの更新を許可する管理されていない参照テーブルに適用されます。
• 参照テーブルには、文字列や数値などの単純なデータ型を使用する必要があります。
• 参照テーブルのメタデータに制約を定義したり、任意の列のデフォルト値を指定したりしないでください。

参照テーブル値のリフレッシュ
Analyst ツールに表示される参照テーブルの値は、更新する必要がある場合があります。
参照テーブル値を再ロードするには、［アクション］ > ［リフレッシュ］をクリックします。Analyst ツールに
より、現行バージョンのデータベースからデータが取得されます。
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監査証跡イベント
ユーザーが参照テーブルに加えた変更の監査証跡を表示することができます。監査証跡イベントを表示するに
は、参照テーブルの監査証跡ビューを使用します。Analyst ツールに表示される監査証跡イベントは、フィル
タすることができます。
以下の表に、指定可能なフィルタオプションの説明を示します。

オプション 説明
日付 表示するアクションの開始日と終了日。カレンダーオプションを使用して日付を

設定します。
タイプ 監査証跡イベントのタイプ。以下のイベントタイプを表示することができます。

- データ: 参照テーブルのデータ値に関連するイベント。イベントには、行の追
加、行の削除、行の更新を行う操作が含まれます。

- メタデータ: 参照テーブルメタデータに関連するイベント。イベントには、参照
テーブルを作成する操作、カラムを追加または削除する操作、および参照テー
ブルにチェックインする操作などが含まれます。

注: データイベントとメタデータイベントを同時に表示することはできません。
ユーザー 参照テーブルを編集したユーザー。フィルタは、ユーザーのフルネームとログイ

ン名を表示します。
ステータス 監査証跡ログイベントのステータス。ステータスは、参照テーブルエディタで実

行したアクションに対応します。例えば、ユーザーが参照テーブルを作成したこ
とや行を追加したことがステータスで示されます。

監査証跡ログイベントには、監査証跡のコメントや、挿入、更新、または削除したカラム値も含まれます。

監査証跡イベントの表示
監査証跡イベントを表示して、ユーザーが参照テーブルに対して行った更新を確認します。監査証跡イベント
は読み取り専用モードで表示することができます。
1. ［開く］をクリックします。 

アセットライブラリが開きます。
2. ［参照テーブル］アセットカテゴリを選択し、参照テーブル名を選択します。 

参照テーブルが読み取り専用モードで開きます。
3. ［監査証跡］をクリックします。 
4. フィルタオプションを設定します。 

更新日付、更新タイプ、更新ステータス、および更新を実行したユーザーの名前でフィルタできます。
5. ［表示］をクリックします。 

指定したフィルタオプションのログイベントが表示されます。
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参照テーブルのルールおよびガイドライン
Analyst ツールを使用して参照テーブルを操作する場合は、以下のルールおよびガイドラインを使用します。
• Oracle、IBM DB2、または Microsoft SQL Server のデータベースから参照テーブルをインポートする際、

テーブル、ビュー、スキーマ、シノニム、カラム名のいずれかが小文字のみまたは大文字と小文字の混合の
場合、Analyst ツールではプレビューできません。
大文字と小文字が区別されるデータベースに格納されたテーブルのデータをプレビューするには、データベ
ース接続の［大文字と小文字が混在する識別子をサポート］属性を true に設定します。

• 参照テーブルを、1 つの形式の推測されるカラムパターンから作成する場合、Analyst ツールは異なる形式
のカラムパターンを使用して参照テーブルに入力します。
例えば、カラムパターン X(5)の参照テーブルを作成すると、Analyst ツールは以下の形式のカラムパターン
で参照テーブルを表示します。XXXXX。

• Oracle データベーステーブルをインポートする場合は、テーブル内の VARCHAR2 カラムの長さを確認して
ください。Analyst ツールは、長さが 1000 を超える VARCHAR2 カラムが含まれた Oracle データベーステ
ーブルをインポートできません。

• 参照テーブルを読み込むには、テーブルデータ値を格納するデータベースへの接続に対する実行権限が必要
です。例えば、参照データウェアハウスにデータ値が格納されている場合、参照データウェアハウスへの接
続に対する実行権限が必要です。 読み取りモードまたは書き込みモードで参照テーブルにアクセスする実
行権限が必要です。データベース接続権限は、データベースのすべての参照データに適用されます。

• 参照テーブルを指定するトランスフォーメーションでマッピングを実行すると、マッピングでは、モデルリ
ポジトリにある現在のバージョンの参照テーブルが使用されます。トランスフォーメーションを設定する際
に、履歴バージョンの参照テーブルを選択することはできません。
別のユーザーが、Developer tool の同時セッションで以前のバージョンの参照テーブルをリストアした場
合、参照テーブルのバージョンはセッション間で同一ではなくなります。この参照テーブルを使用するマッ
ピングを設定および実行すると、現在のセッションで現在の参照テーブルのバージョンが識別されなくなる
ため、マッピングに失敗する可能性があります。マッピングで現在の参照テーブルが確実に使用されるよう
にするために、マッピングを実行する前にモデルリポジトリを更新します。

• 編集を許可するように管理されていない参照テーブルを構成する場合は、参照テーブルで文字列や数値など
の単純なデータタイプを使用していることを確認します。また、参照テーブルで参照テーブルメタデータに
対する制約を定義していないこと、または列のデフォルト値を使用していることを確認します。
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第  3  章

Developer ツールの参照データ
この章では、以下の項目について説明します。
• Developer ツール参照データの概要, 27 ページ
• 参照データとトランスフォーメーション, 27 ページ
• バージョン管理されているモデルリポジトリの参照データオブジェクトの操作, 28 ページ
• 参照テーブル, 29 ページ
• コンテンツセット, 33 ページ

Developer ツール参照データの概要
Developer ツールでは、参照データオブジェクトの設定プロパティを作成、更新、表示できます。
Developer ツールを使用して、以下のタイプのオブジェクトを作成および更新します。
参照テーブル

参照テーブルには、データ値のセットの標準バージョンと代替バージョンが含まれています。Developer
ツールで参照テーブルをトランスフォーメーションに追加し、ソースのデータ値が正確で、正しい形式で
あることを確認します。

コンテンツセット
コンテンツセットは、リポジトリまたはファイル内の参照データの値を指定するモデルリポジトリオブジ
ェクトです。コンテンツセットには、データ品質トランスフォーメーションで検索操作の実行に使用でき
る、さまざまなタイプの参照データが含まれます。

Developer ツールでは、アドレス参照データファイルや ID ポピュレーションファイルを使用することもできま
す。アドレスバリデータトランスフォーメーションを設定する場合は、アドレス参照データファイルを選択し
ます。ID 照合分析用に一致トランスフォーメーションを設定する場合は、ID ポピュレーションファイルを選択
します。

参照データとトランスフォーメーション
複数のトランスフォーメーションでは、データ品質タスクを実行するために参照データを読み取ります。
参照データを読み取ることができるトランスフォーメーションは次のとおりです。
• アドレスバリデータ。 アドレス参照データを読み取り、住所に誤りがないかどうかを確認します。
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• 大文字小文字変換プログラム。 参照データテーブルを読み取り、大文字と小文字を変更する必要がある文
字列を識別します。

• 分類子。コンテンツセットデータを読み取り、文字列の情報のタイプを識別します。
• 比較。 重複分析の際に ID ポピュレーションのデータを読み取ります。
• ラべラ。 コンテンツセットデータを読み取り、ラベル文字列を識別します。
• 一致。 重複分析の際に ID ポピュレーションのデータを読み取ります。
• パーサー。コンテンツセットデータを読み取り、それが含む情報に基づいて文字列をパースします。
• 標準化。 参照データテーブルを読み取り、文字列を共通の形式に標準化します。
Data Quality Content Installer ファイルセットには、インポートできる Informatica 参照データオブジェクト
が含まれます。

バージョン管理されているモデルリポジトリの参照データオブジェクトの操作
バージョン管理されているモデルリポジトリの参照テーブルまたはコンテンツセットを操作する場合、リポジ
トリでは、オブジェクトにバージョン管理が適用されます。ユーザーは、オブジェクトにバージョン管理を適
用するため、モデルリポジトリに対してオブジェクトをチェックインします。
参照テーブルまたはコンテンツセットのバージョン管理が行われていない場合は、バージョン管理システムの
外部でオブジェクトを開いて更新できます。オブジェクトを開くと、モデルリポジトリでオブジェクトがロッ
クされるため、別のユーザーはそのオブジェクトを操作できなくなります。
参照テーブルまたはコンテンツセットのバージョン管理が行われている場合は、オブジェクトを読み取り専用
モードで開きます。オブジェクトで作業するには、モデルリポジトリからオブジェクトをチェックアウトしま
す。または、オブジェクトをチェックアウトしてから開きます。オブジェクトをチェックインして、最新の変
更が含まれるオブジェクトのバージョンを作成します。

参照データオブジェクトのチェックアウト
ユーザーがモデルリポジトリにチェックインした参照テーブルまたはコンテンツセットで作業するには、リポ
ジトリからオブジェクトをチェックアウトします。
1. オブジェクトエクスプローラで、参照テーブルまたはコンテンツセットを参照します。 
2. オブジェクト名を右クリックし、［開く］をクリックします。 

オブジェクトが読み取り専用モードで開きます。
3. オブジェクト名を右クリックし、［チェックアウト］をクリックします。 

オブジェクトを編集できます。

参照データオブジェクトのチェックイン
モデルリポジトリからチェックアウトした参照テーブルまたはコンテンツセットでの作業が終了したら、オブ
ジェクトをチェックインします。
現在チェックアウトされているオブジェクトのリストを表示するには、参照テーブルエディタの下にある［チ
ェックアウトされたオブジェクト］タブを開きます。
1. 参照テーブルまたはコンテンツセットに対して行われた変更をすべて保存します。 
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2. オブジェクトエクスプローラで、参照テーブルまたはコンテンツセットを参照します。 
3. オブジェクト名を右クリックし、［チェックイン］をクリックします。 

［チェックイン］ダイアログボックスが開きます。
次の図に［チェックイン］ダイアログボックスを示します。

4. リポジトリでチェックインするオブジェクトを 1 つ以上選択します。 
注: 現在のセッションで開かれていないオブジェクトをチェックインできます。チェックアウトされた状
態になっている任意のオブジェクトをチェックインすることができます。

5. 必要に応じて、操作の説明を入力します。 
6. ［チェックイン］をクリックします。 

チェックイン操作では、オブジェクトのバージョン番号が更新されます。初めてオブジェクトをチェック
インする場合には、モデルリポジトリで、オブジェクトのバージョン 1 が作成されます。

参照テーブル
Developer tool で参照テーブルをトランスフォーメーションに追加します。トランスフォーメーションを設定
して、入力データで参照テーブル値を検索し、該当する有効な値を参照テーブルから出力として書き込むよう
にします。
Developer tool で参照テーブルを作成するには、以下の方法のいずれかを使用します。
• 空の参照テーブルを作成し、データ値を入力します。
• フラットファイルのデータから参照テーブルを作成する。
• データベーステーブル、シノニム、またはビューのデータから参照テーブルを作成します。

参照テーブルデータのプロパティ
Developer ツールで参照テーブルデータおよびメタデータのプロパティを表示できます。モデルリポジトリか
ら参照テーブルを開くときに、Developer ツールには、プロパティが表示されます。
参照テーブルには全般プロパティおよびカラムのプロパティが表示されます。Developer ツールで参照テーブ
ルのプロパティを表示できます。Analyst ツールで参照テーブルプロパティを表示および編集できます。
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以下の表は、参照テーブルの全般プロパティの説明です。

プロパティ 説明
名前 参照テーブルの名前。
説明 参照テーブルのオプションの説明。

以下のテーブルは、参照テーブルのカラムのプロパティの説明です。

プロパティ 説明
有効 有効な参照データを含むカラムを特定します。
名前 各カラムの名前。
データタイプ 各カラムのデータのデータタイプ。
精度 各カラムの精度。
スケール 各カラムのスケール。
説明 カラムのコンテンツの説明。参照テーブルを作成したときは、オプションで説明

を追加できます。
低レベルの説明のカ
ラムを含めます

参照テーブルにカラムデータの説明のカラムが含まれることを示しています。

デフォルト値 カラムのフィールドのデフォルト値。参照テーブルを作成する場合は、オプショ
ンでデフォルト値を追加できます。

接続名 参照テーブルデータ値を含むデータベースへの接続の名前。

参照テーブルオブジェクトの作成
空の参照テーブルを作成して値を手動で追加する場合は、この方法を選択します。
1. Developer ツールのメニューから［ファイル］ > ［新規］ > ［参照テーブル］を選択します。 
2. 新しいテーブルウィザードで、［空の参照テーブル］を選択します。 
3. テーブルの名前を入力します。 
4. テーブルのメタデータを格納するプロジェクトを選択します。 

［場所］フィールドで、［参照］をクリックします。 ［場所の選択］ダイアログボックスが開き、リポジト
リ内のプロジェクトが表示されます。 必要なプロジェクトを選択します。

［次へ］をクリックします。
5. テーブルにカラムを 2 つ以上追加します。 ［新規］オプションをクリックしてカラムを作成します。 

以下の表に、各カラムのプロパティを示します。
プロパティ デフォルト値
名前 column
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プロパティ デフォルト値
データ型 string
精度 10
位取り 0
説明 空:オプションのプロパティ。

6. 有効な値を含むカラムを選択します。 作成するカラムの順序は変更が可能です。 
7. 次のテーブルは、オプションのプロパティの説明です。 

プロパティ デフォルト値
行レベルの説明のカラムを含めます オフ
監査のメモ 空
デフォルト値 空

［完了］をクリックします。
Developer ツールのワークスぺースで参照テーブルが開きます。

フラットファイルからの参照テーブルの作成
フラットファイルに保存されたデータから参照テーブルを作成できます。
1. Developer ツールのメニューから［ファイル］ > ［新規］ > ［参照テーブル］を選択します。 
2. 新しいテーブルウィザードで、［フラットファイルからの参照テーブル］を選択します。 
3. テーブルのデータソースとして使用するファイルを参照します。 
4. テーブルの名前を入力します。 
5. テーブルのメタデータを格納するプロジェクトを選択します。 

［場所］フィールドで、［参照］をクリックします。 ［場所の選択］ダイアログボックスが開き、リポジト
リ内のプロジェクトが表示されます。 必要なプロジェクトを選択します。

［次へ］をクリックします。
6. コードページとして UTF-8 を設定します。 
7. フラットファイルで使用する区切り文字を指定します。 
8. フラットファイルにカラム名が含まれている場合は、ファイルの 1 行目からカラム名をインポートするオ

プションを選択します。 
9. 次のテーブルは、オプションのテーブルプロパティの説明です。 

プロパティ デフォルト値
テキスト修飾子 引用符なし
次の行からインポートを開始 行 1
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プロパティ デフォルト値
行の区切り文字 \012 LF（\n）
連続した区切り文字を 1 文字として扱う オフ
エスケープ文字 空
データ内のエスケープ文字を維持 オフ
プレビューする最大行数 500

［次へ］をクリックします。
10. 有効な値を含むカラムを選択します。 
11. 次のテーブルは、オプションのプロパティの説明です。 

プロパティ デフォルト値
行レベルの説明のカラムを含めます オフ
監査のメモ 空
デフォルト値 空
プレビューする最大行数 500

［完了］をクリックします。
Developer ツールのワークスぺースで参照テーブルが開きます。

リレーショナルソースからの参照テーブルの作成
リレーショナルテーブル、シノニム、またはビューから参照テーブルを作成できます。
管理されている参照テーブルを作成する場合は、カラムデータを参照データウェアハウスにインポートします。
管理されていない参照テーブルを作成する場合は、カラムデータを格納するデータベーステーブルを指定しま
す。管理されている参照テーブルは、ODBC 接続またはネイティブ接続から作成できます。管理されていない
参照テーブルは、ネイティブ接続から作成できます。
参照テーブルを作成する前に、参照データを含むデータベースへの接続が Informatica ドメインに含まれてい
ることを確認します。
データベース接続は接続エクスプローラで設定できます。Developer tool に接続エクスプローラが表示されて
いない場合は、Developer tool のメニューから［ウィンドウ］ > ［ビューの表示］ > ［接続エクスプローラ］
を選択します。

リレーショナルソースからの参照テーブルの作成
参照テーブルを作成するには、データベースに接続して参照データを含むテーブルを選択します。
1. Developer tool のメニューから［ファイル］ > ［新規］ > ［参照テーブル］を選択します。 
2. テーブル作成ウィザードで、［リレーショナルソースからの参照テーブル］を選択します。 

［次へ］をクリックします。
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3. データベース接続を選択します。 
［接続］フィールドで、［参照］をクリックします。 ［接続の選択］ダイアログボックスが開き、使用可能

なデータベース接続が表示されます。
接続を選択する場合は［OK］をクリックします。

4. データベースリソースを選択します。 
［リソース］フィールドで、［参照］をクリックします。 ［リソースの選択］ダイアログボックスが開き、

データベース接続上のリソースが表示されます。データベースを参照し、データベーステーブル、シノニ
ム、またはビューを選択します。
必要に応じて、リソースのエンティティ情報をプレビューすることもできます。

5. テーブルの名前を入力します。 
6. 参照テーブルオブジェクトの場所を選択します。 

［場所］フィールドで、［参照］をクリックします。 ［場所の選択］ダイアログボックスが開き、リポジト
リ内のプロジェクトが表示されます。
場所を選択し、［次へ］をクリックします。

7. 参照データウェアハウスにデータを格納しない参照テーブルを作成する場合は、［未管理のテーブル］を選
択します。 
ユーザーが管理されていない参照テーブルを編集できるようにするには、［編集可能］オプションを選択し
ます。

［次へ］をクリックします。
8. 有効な値を含むカラムを選択します。 
9. 次の表に、指定できるオプションのプロパティを示します。 

プロパティ デフォルト値
行レベルの説明のカラムを含めます オフ
説明 オフ
デフォルト値 空
監査のメモ 空
プレビューする最大行数 500

10. ［完了］をクリックします。 

コンテンツセット
コンテンツセットは、他の参照データオブジェクトのデータまたはメタデータを格納するモデルリポジトリオ
ブジェクトです。コンテンツセットには、文字セット、パターンセット、トークンセット、正規表現、確率的
なモデル、および分類子モデルを含めることができます。コンテンツセットを使用して、単一プロジェクト、
情報タイプ、ビジネス目的に関連する参照データオブジェクトを定義し、整理します。
Developer ツールには、モデルリポジトリに表示されないシステム定義の文字セットやトークンセットが含ま
れます。システム定義オブジェクトを表示および使用するには、ラベラトランスフォーメーション、パーサー
トランスフォーメーション、または標準化トランスフォーメーションでストラテジを設定します。
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文字セット
文字セットには、特定の文字および文字範囲を識別する式が含まれます。 文字セットは、文字ラベル適用モー
ドを使用するラベラトランスフォーメーションで使用できます。
文字範囲は、連続する文字コードの範囲を指定します。 例えば、文字範囲"[A-C]"は大文字の"A"、"B"、およ
び"C"に一致します。この文字範囲は、小文字の"a"、"b"、または"c"には一致しません。
文字セットを使用すると、ラベル適用操作の一部として特定の文字または文字範囲を識別できます。 例えば、
電話番号が格納されたカラムのすべての数字にラベルを適用することができます。 数字にラベルを適用した
後、パーサートランスフォーメーションでパターンを識別し、問題のあるパターンを別の出力ポートに書き込
むことができます。

文字セットのプロパティ
文字セットの文字ラベル適用操作に関するプロパティを設定します。
次の表に、ユーザー定義の文字セットのプロパティを示します。

プロパティ 説明
ラベル 文字セットに一致するデータに対してラベラトランスフォーメーションで適用するラベルを

定義します。
標準モード 開始範囲と終了範囲のフィールドを含む簡単な編集ビューを使用できます。
開始範囲 文字範囲の最初の文字を指定します。
終了範囲 文字範囲の最後の文字を指定します。 1 文字の範囲を指定する場合は、このフィールドを空

白のままにします。
詳細モード 範囲文字と区切り文字を使用して文字範囲を手動で入力できる詳細な編集ビューを使用でき

ます。
範囲文字 文字範囲を示す記号を一時的に変更します。 範囲文字は、文字セットを閉じるとデフォルト

の文字に戻ります。
区切り文字 文字範囲を区切る記号を一時的に変更します。 区切り文字は、文字セットを閉じるとデフォ

ルトの文字に戻ります。

分類子モデル
分類子モデルは、入力文字列を分析し、文字列が含む可能性の高い情報のタイプを決定します。分類子モデル
は分類子トランスフォーメーションで使用します。
分類子モデルには、参照データ行とラベル値が含まれます。行は、分類子トランスフォーメーションに接続す
る可能性のあるポートの入力データを表します。ラベル値は、データ行に含まれる情報のタイプを説明します。
分類子モデルを設定するときに、モデルの参照データの各行にラベルを割り当てます。
参照データ行を分類子モデルのラベルにリンクするには、モデルをコンパイルします。コンパイル処理で、デ
ータ行とラベル値間の一連の論理的な関連付けが生成されます。モデルを読み取るマッピングを実行すると、
データ統合サービスがモデルのロジックを分類子トランスフォーメーションの入力データに適用します。デー
タ統合サービスは、入力データの各フィールドの情報を最も正確に説明するラベルを返します。
Developer ツールで分類子モデルを作成します。モデルリポジトリは、分類子モデルオブジェクトを格納しま
す。Developer ツールは、データ行、ラベル、およびコンパイルデータを、Informatica ディレクトリ構造内
のファイルに書き込みます。
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パターンセット
パターンセットには、トークンラベル適用操作の出力のデータパターンを識別する式が含まれます。 パターン
セットを使用すると、トークン化されたデータの出力ポートを分析し、一致する文字列を 1 つ以上の出力ポー
トに書き込むことができます。 パターンセットは、パターン解析モードを使用するパーサートランスフォーメ
ーションで使用します。
例えば、名前と頭文字を識別するパターンセットを使用するようにパーサートランスフォーメーションを設定
することができます。 このトランスフォーメーションでは、パターンセットを使用して、トークンラベル適用
モードのラベラトランスフォーメーションの出力を分析します。 出力に含まれる名前と頭文字を別のポートに
書き込むようにパーサートランスフォーメーションを設定できます。

パターンセットのプロパティ
パターンセットのパターンに関するプロパティを設定します。
次の表に、ユーザー定義のパターンセットのプロパティを示します。

プロパティ 説明
パターン パターンパーサーで検索するパターンを定義します。 パターンは、1 つのパターンセットに

複数入力することができます。 ワイルドカード、文字、および文字列の組み合わせで構成さ
れるパターンを入力できます。

確率モデル
確率モデルは、入力データ値を分析し、値が含む可能性の高い情報のタイプを決定します。確率モデルは、ラ
ベラトランスフォーメーションおよびパーサートランスフォーメーションで使用します。
確率モデルには、参照データ値とラベル値が含まれます。参照データ値は、トランスフォーメーションに接続
する入力ポートのデータを表します。ラベル値は、参照データ値に含まれる情報のタイプを説明します。モデ
ルの各参照データ値にラベルを割り当てます。
確率モデルのラベルに参照データ値をリンクするには、モデルをコンパイルします。コンパイル処理では、デ
ータ値とラベル間の、一連の論理的な関連付けが生成されます。モデルを読み取るマッピングを実行すると、
データ統合サービスはモデルのロジックをトランスフォーメーション入力データに適用します。データ統合サ
ービスは、入力データ値を最も正確に描写しているラベルを返します。
Developer tool で確率モデルを作成します。モデルリポジトリは、確率モデルオブジェクトを格納します。
Developer ツールは、データ値、ラベル、およびコンパイルデータを、Informatica ディレクトリ構造内のフ
ァイルに書き込みます。

正規表現
コンテンツセットのコンテキストにおいては、正規表現とは、解析操作やラベル適用操作で使用できる式のこ
とを指します。 正規表現を使用して入力データの 1 つ以上の文字列を識別できます。 正規表現は、トークン解
析モードを使用するパーサートランスフォーメーションで使用できます。 また、トークンラベル適用モードを
使用するラベラトランスフォーメーションでも使用できます。
パーサートランスフォーメーションでは、正規表現を使用して入力データのパターンを一致させ、一致するす
べての文字列を 1 つ以上の出力に解析します。 例えば、正規表現を使用して入力データに含まれるすべての電
子メールアドレスを識別し、電子メールアドレスの構成要素ごとに異なる出力に解析することができます。
ラベラトランスフォーメーションでは、正規表現を使用して入力パターンを一致させ、1 つのラベルを作成し
ます。 正規表現の出力が複数になる場合、複数のラベルは生成されません。

コンテンツセット       35



正規表現のプロパティ
プロパティは、正規表現が出力文字列を識別して書き込む方法を決定します。
次の表に、ユーザー定義の正規表現のプロパティを示します。

プロパティ 説明
出力の数 正規表現が書き込む出力ポートの数を定義します。
正規表現 パーサートランスフォーメーションが文字列の一致に使用するパターンを定義します。
テスト表現 正規表現をテストするために入力するデータです。 このフィールドにデータを入力すると、

正規表現に一致する文字列が強調表示されます。
次の式 正規表現に一致する次の文字列に移動し、その文字列のフォントを太字にします。
前の式 正規表現に一致する前の文字列に移動し、その文字列のフォントを太字にします。

トークンセット
トークンセットには、特定のトークンを識別する式が含まれます。 トークンセットは、トークンラベル適用モ
ードを使用するラベラトランスフォーメーションで使用できます。 また、トークン解析モードを使用するパー
サートランスフォーメーションでも使用できます。
トークンセットを使用すると、ラベル適用操作や解析操作の一部として特定のトークンを識別できます。 例え
ば、トークンセットを使用して、"AccountName@DomainName"という形式のすべての電子メールアドレス
にラベルを適用できます。 トークンにラベルを適用したら、パーサートランスフォーメーションを使用して、
指定した出力ポートに電子メールアドレスを書き込むことができます。

トークンセットのプロパティ
トークンセットのラベル適用操作に関するプロパティを設定します。
次の表に、ユーザー定義の文字セットのプロパティを示します。

プロパティ トークンセットのモード 説明
名前 該当なし トークンセットの名前を定

義します。
説明 該当なし トークンセットの説明を記

述します。
トークンセットのオプショ
ン

該当なし トークンセットが正規表現
モードと文字モードのどち
らを使用するかを定義しま
す。

ラベル 正規表現 トークンセットに一致する
データに対してラベラトラ
ンスフォーメーションで適
用するラベルを定義します。
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プロパティ トークンセットのモード 説明
正規表現 正規表現 ラベラトランスフォーメー

ションが文字列の一致に使
用するパターンを定義しま
す。

テスト表現 正規表現 正規表現をテストするため
に入力するデータです。 こ
のフィールドにデータを入
力すると、正規表現に一致
する文字列が強調表示され
ます。

次の式 正規表現 正規表現に一致する次の文
字列に移動し、その文字列
のフォントを太字にします。

前の式 正規表現 正規表現に一致する前の文
字列に移動し、その文字列
のフォントを太字にします。

ラベル 文字 文字セットに一致するデー
タに対してラベラトランス
フォーメーションで適用す
るラベルを定義します。

標準モード 文字 開始範囲と終了範囲のフィ
ールドを含む簡単な編集ビ
ューを使用できます。

開始範囲 文字 文字範囲の最初の文字を指
定します。

終了範囲 文字 文字範囲の最後の文字を指
定します。 1 文字の範囲を
指定する場合は、このフィ
ールドを空白のままにしま
す。

詳細モード 文字 範囲文字と区切り文字を使
用して文字範囲を手動で入
力できる詳細な編集ビュー
を使用できます。

範囲文字 文字 文字範囲を示す記号を一時
的に変更します。 範囲文字
は、文字セットを閉じると
デフォルトの文字に戻りま
す。

区切り文字 文字 文字範囲を区切る記号を一
時的に変更します。 区切り
文字は、文字セットを閉じ
るとデフォルトの文字に戻
ります。
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確率的なモデルと分類子モデルのルールとガイドライン
モデルリポジトリの各確率的なモデルと分類子モデルは、Informatica ディレクトリ構造内のファイルを特定
します。ファイルには、Developer ツールでモデルに追加するデータ値とラベルが含まれます。ファイルに
は、データ値とラベル間の関連付けを定義するコンパイルロジックも含まれます。
確率的なモデルまたは分類子モデルで作業する場合は、次のルールとガイドラインに従います。
• モデルを含むマッピングを実行する場合、データ統合サービスは、コンパイルされたモデルのロジックをト

ランスフォーメーション入力データに適用します。データ統合サービスは、マッピングを実行するときに、
モデル内のデータ値やラベルを読み取りません。

• オプションで、データ値やラベルを確率的なモデルや分類子モデルから削除できます。例えば、モデルから
機密データまたは独自データを削除することができます。個々のデータ値やラベルは、Developer ツールで
削除できます。すべてのデータ値やラベルは、モデルリポジトリからモデルをエクスポートするときに削除
できます。
注: モデルからすべてのデータ値とラベルを削除すると、モデルをコンパイルできません。

• 1 つ以上のデータ値またはラベルをモデルから削除すると、コンパイルされたモデルのロジックは、モデル
ファイル内の現在のデータを表さなくなります。モデルのロジック、およびデータ値とラベルを同期するに
は、モデルをもう一度コンパイルします。現在のモデルのロジックを維持する場合は、モデルをコンパイル
しないでください。

• 分類子モデルや確率的なモデルのデータを保護するには、Informatica ディレクトリ構造内のモデルファイ
ルをバックアップします。モデルからすべてのデータ値とラベルを削除する前に、ファイルをバックアップ
します。

• コンテンツ管理サービスホストマシンでモデルファイルを検索します。
確率的なモデルファイルの、デフォルトの場所とファイル名拡張子は次のとおりです。
<Informatica_Installation_Directory>/tomcat/bin/ner/<filename>.ner
分類子モデルファイルの、デフォルトの場所とファイル名拡張子は次のとおりです。
<Informatica_Installation_Directory>/tomcat/bin/classifier/<filename>.classifier

• Informatica インストールをアップグレードする場合、マッピングでモデルを使用する前に、確率的なモデ
ルと分類子モデルのコンパイルが必要になる場合があります。モデルにデータが何も含まれない場合は、
Informatica ディレクトリ構造内の現在のファイルを、データを含むバックアップファイルに置き換えま
す。

分類子モデルおよび確率モデル内のラベルの管理
確率モデルまたは分類子モデル内のラベルを確認および更新するには、［ラベルの管理］ダイアログボックスを
使用します。
1. 分類子モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［ラベルの管理］ダイアログボックスを開きます。 

ダイアログボックスにモデルのラベルがリスト表示されます。
関連項目：
•「分類子モデルのラベルの管理」  (ページ 44)
•「確率モデルの設定」  (ページ 58)
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コンテンツセットの作成
コンテンツセットを作成して、単一プロジェクト、情報タイプ、ビジネス目的を参照する参照データオブジェ
クトを管理します。
1. Object Explorer ビューで、コンテンツセットを格納するプロジェクトまたはフォルダーを選択します。 
2. ［ファイル］ > ［新規］ > ［コンテンツセット］をクリックします。 
3. コンテンツセットの名前を入力します。 
4. 必要に応じて、［参照］を選択して、コンテンツセットのモデルリポジトリの場所を変更します。 
5. ［完了］をクリックします。 

コンテンツセットでの参照データオブジェクトの作成
文字セット、パターンセット、トークンセット、正規表現、確率的なモデル、および分類子モデルをコンテン
ツセットで作成できます。
1. エディタでコンテンツセットを開き、［コンテンツ］ビューを選択します。 
2. 参照データオブジェクトタイプを選択します。 
3. ［追加］をクリックします。 
4. 参照データオブジェクトの名前を入力します。 

必要に応じて、オブジェクトの説明を入力します。
5. 参照データオブジェクトのプロパティを設定します。 
6. ［完了］をクリックします。 
ヒント: 参照データオブジェクトを 1 つのコンテンツセットから別のコンテンツセットにコピーできます。［コ
ピー先］および［貼り付け元］オプションを使用して、コンテンツセットでオブジェクトのコピーを作成しま
す。Ctrl キーを使用して、複数のコンテンツセットオブジェクトを選択できます。 
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第  4  章

分類子モデル
この章では、以下の項目について説明します。
• 分類子モデルの概要, 40 ページ
• 分類子モデルの構造, 41 ページ
• 分類子のスコア, 41 ページ
• 分類子トランスフォーメーションの例, 41 ページ
• 分類子モデルのオプション, 42 ページ
• 分類子モデルの参照データ, 43 ページ
• 分類子モデルのラベルデータ, 44 ページ
• 分類子モデルの設定, 45 ページ
• フィルタ操作と検索操作, 49 ページ
• コピーと貼り付けの操作, 50 ページ

分類子モデルの概要
分類子モデルは、コンテンツセット内の参照データオブジェクトです。複数の値を含む長い文字列を分析する
には、分類子モデルを使用します。分類子モデルは、各文字列で最も共通性のあるタイプの情報を特定します。
分類子モデルを分類子トランスフォーメーションに追加します。このトランスフォーメーションは、分類子モ
デルのデータと各入力行のデータの間に共通する値を探します。このトランスフォーメーションは共通する値
を使用して、各行が表す情報のタイプを分類します。
入力データに次のような特徴がある場合は、分類子モデルを使用します。
• 入力データにテキストがある。分類子モデルは、自然言語のプロセスをテキストデータに適用して、テキス

ト内の情報の種類を特定します。自然言語のプロセスでは、入力文字列の中の関係性のある単語が検出され
ます。自然言語のプロセスでは、関連性の無い単語は無視されます。

• 入力データの文字列に複数の値がある。たとえば、各フィールドに電子メールメッセージの内容が含まれて
いるようなデータカラムを作成することができます。

分類子トランスフォーメーションが文字列のデータ型を読み取ります。このトランスフォーメーションでは、
入力文字列の長さに制限を設けていません。
分類モデルを Developer ツールでコンパイルします。モデルをコンパイルするときは、モデル内の似たデータ
値同士の関連付けを作成します。分類子トランスフォーメーションは、このコンパイルされたデータを使用し
て入力データの情報を検索します。
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分類子モデルの構造
分類子モデルには、参照データ値とラベル値が含まれます。参照データ値は、分類するデータを表します。ラ
ベル値は、分類子トランスフォーメーションがデータ内で識別可能な情報のタイプを指定します。
分類子モデルにもコンパイルデータが入っています。分類子トランスフォーメーションはコンパイルデータを
使用して、モデルの参照データとトランスフォーメーションの入力データ間の類似度を測定します。分類子モ
デルをコンパイルするときに、コンパイルデータを作成または更新します。分類子トランスフォーメーション
が入力データをモデルデータと比較するときに、入力データの各行を説明するラベル値を返します。
Developer tool は、参照データ値、ラベル値、およびコンパイルデータを Informatica ディレクトリ構造内の
ファイルに書き込みます。モデルリポジトリの分類子モデルオブジェクトがファイル名を格納します。分類子
モデルを保存するときに、現在の参照データ値とラベル値をファイルに書き込みます。モデルをコンパイルす
るときに、ファイルのコンパイルデータを更新します。Developer tool のモデルのプロパティからファイル名
を読み取ることができます。

分類子のスコア
分類子トランスフォーメーションは、入力データの各行を分類子モデル中の参照データのすべての行と比較し
ます。このトランスフォーメーションで各比較のスコアを計算します。このスコアは、入力行と参照データ行
間での類似の度合いを表しています。
分類子トランスフォーメーションを含んだマッピングを実行すると、マッピングが参照データの中のスコアの
最も高い行を特定するラベルを返します。スコアは 0 から 1 までの範囲です。スコアが高ければ、入力データ
とモデルデータの間に強い一致があることを示しています。
分類子のスコアを確認して、ラベル出力が入力データの各行を正確に説明しているか確かめます。また、分類
子モデルが入力データに対して適切であるかについても、スコアを見て確認することができます。トランスフ
ォーメーション出力において低いスコアの割合が高い場合、この分類子モデルは不適切であると言えます。比
較を改善するために、モデルを再度コンパイルしてください。コンパイルしたモデルでもスコアが良くならな
い場合は、トランスフォーメーションのモデルを置き換えてください。

分類子トランスフォーメーションの例
分類子モデルと分類子トランスフォーメーションを使用することで、電子メールのメッセージをその中のテキ
ストに基づいて分類することができます。
例えば、ソフトウェアメーカーのカスタマサポートセンターのデータスチュワードで、顧客からサポートセン
ターに送られてきた電子メールのメッセージを確認しているとします。同社にはさまざまな国の顧客がいるた
め、サポートセンターにも各国の言語で記載された電子メールが届きます。各電子メールを顧客に適切に対応
可能な部門に転送するために、電子メールを言語別に分類することにします。
電子メールを並び替えるには、以下の手順を実行します。
1. 電子メールのメッセージを単一のファイルまたはデータベーステーブルに書き込みます。
2. モデルリポジトリにファイルまたはデータベーステーブルを読み取るデータオブジェクトを作成します。
3. メッセージが使用する各言語のデータオブジェクトをモデルリポジトリに作成します。
4. 言語ごとにサンプルテキストが入った分類子モデルを作成します。
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注: 電子メールメッセージのデータから採ったサンプルデータを、モデルのソースデータとして使用する
ことができます。

5. 分類子モデルを再利用可能な分類子トランスフォーメーションに追加します。
6. 分類子トランスフォーメーションをメッセージデータに適用するマッピングを設定します。

マッピングを設定するには、以下の手順を実行します。
• 分類子トランスフォーメーションとデータオブジェクトをマッピングに追加します。
• 分類子トランスフォーメーションの入力ポートをソースのデータオブジェクトに接続します。
• 分類子トランスフォーメーションの出力ポートをターゲットのデータオブジェクトに接続します。

このマッピングを実行すると、分類子トランスフォーメーションが電子メールメッセージを分析して、電子メ
ールテキストを正しいデータターゲットに書き込みます。データターゲットを各部門のチームメンバーと共有
できます。

分類子モデルのオプション
Developer tool では、エディタの上部ペインと下部ペインに分類子モデルのデータが表示されます。上部ペイ
ンは各行に参照データと、ユーザーがデータに割り当てたラベルが示されます。下部ペインには選択した行の
コンテンツが示されます。
上部ペインでは、参照データ行を確認したり、ラベルを使用していない行を特定したりします。下部ペインで
は、行のコンテンツを確認したり、行にラベルを割り当てたりします。上部ペインの各行にはデータの約 100
文字が表示されます。下部ペインには選択した行の全データが表示されます。
次の図に、分類子モデルのエディタを示します。
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エディタには次のオプションがあります。
1. ［フィルタ］フィールド

データ値またはユーザーが指定したラベルに基づいて参照データ行のリストをフィルタリングします。
2. 行の追加

空白の参照データ行を挿入します。
3. データの追加

モデルリポジトリのデータオブジェクトからデータをインポートします。
4. 削除

ユーザーが選択した参照データ行を削除します。チェックボックスを使用して行を選択します。
5. ラベルの割り当て

ユーザーが選択した 1 つ以上の参照データ行にラベルを割り当てます。チェックボックスを使用して行を
選択します。

6. プロパティの編集
分類子モデルのプロパティを表示します。

7. ラベルの管理
［ラベルの管理］ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスを使用して、分類子モデルのラ

ベル値を追加または削除します。
8. コンパイル

分類子モデルをコンパイルします。
9. 総レコード数

分類子モデルの参照データの行数を示します。
10. ［ラベル］フィールド

参照データの現在の行に適用可能なラベル値を表示します。
11. ［検索］フィールド

参照データの現在の行内でユーザーが指定したデータ値を検索します。

分類子モデルの参照データ
分類子モデルには、文、段落、テキストページなどの参照データカラムが含まれています。参照データは、分
類子トランスフォーメーションがマッピングで読み取ることのできるテキスト入力のさまざまな種類を表して
います。モデルを作成する際は、マッピング実行時に検索されるはずのテキストの種類が参照データに含まれ
ているか確認してください。
マッピングソースデータを使用して分類子モデルを作成することができます。ソースデータのサンプルを選択
し、データサンプルをモデルにコピーします。
分類子モデルの参照データを使用するときは、次に挙げるルールとガイドラインを考慮してください。
• 参照データフィールドは任意の長さです。テキストページを各データフィールドに入力することができま

す。
• データオブジェクトから参照データをインポートします。
• 参照データの値は編集できません。ただし、データ行を削除することはできます。
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• 分類子モデルをコンパイルする場合、コンパイルプロセスでは、参照データに含まれるすべての数値が無視
されます。

分類子モデルのラベルデータ
分類子モデルには、参照データ行の情報のタイプを要約する説明ラベルが 1 つ以上含まれます。参照データの
各行にラベルを割り当てます。
データソースからのデータを分類子モデルに追加するときに、カラムをラベルデータカラムとして指定できま
す。また、モデルでラベルを作成することもできます。
ラベルは、それが説明する参照データの値から独立しています。ラベルを使用する参照データ行を削除しても、
そのラベルはモデルから削除されません。ラベルを削除しても、そのラベルに関連付けられていた参照データ
の値は削除されません。

分類子モデルのラベルの管理
［ラベルの管理］ダイアログボックスを使用して、分類子モデルのラベル値を確認および更新します。ラベル値

を並べ替えて更新することもできます。
次の図に、［ラベルの管理］ダイアログボックスを示します。

［ラベルの管理］ダイアログボックスの要素は次のとおりです。
1. ［名前］カラム。

分類子トランスフォーメーションが入力データ行に適用可能なラベル値が含まれます。ラベルを名前順に
並べ替えることができます。

2. ［タイプ］カラム。
ラベル値のソースを識別します。分類子モデルはすべてのラベルをユーザー定義の値として識別します。
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3. ［使用状況］カラム。
各ラベルを使用する参照データの行数を示します。ラベルを行数順に並べ替えることができます。

4. ［追加］ボタン。
分類子モデルにラベルを追加します。行の［名前］カラムにラベル値を入力します。
注: ラベル値を更新するには、値をダブルクリックして必要な値を入力します。

5. ［削除］ボタン。
分類子モデルからラベルを削除します。

6. 上矢印。
ラベルをダイアログボックスの 1 つ上の行に移動します。

7. 下矢印。
ラベルをダイアログボックスの 1 つ下の行に移動します。

分類子モデルの設定
分類子モデルを設定する手順では、最初に分類するデータを処理します。モデルに追加する参照データのコン
テンツは、分類子トランスフォーメーションに接続するデータを示している必要があります。このトランスフ
ォーメーションは、入力データのデータ値およびパターンを分類子モデルのデータ値およびパターンと比較し
ます。
分類子トランスフォーメーションで使用可能な分類子モデルを作成するには、以下のタスクを実行します。
1. モデルに追加する参照データ値とラベル値を特定します。

分類するデータのフラグメントを使用できます。モデルリポジトリにデータフラグメントを読み取るデー
タオブジェクトを作成します。

2. コンテンツセットを作成し、分類子モデルをそのセットに追加します。
3. 参照データ値をモデルに追加します。
4. ラベル値をモデルに追加します。

モデルリポジトリのデータオブジェクトからデータをインポートできます。参照データの 1 つの行または
1 つのラベルを入力することもできます。

5. 参照データの各行にラベルを割り当てます。
単一の操作で、複数の行にラベルを割り当てることができます。

6. モデルをコンパイルします。
分類子モデルをコンパイルしたら、分類子トランスフォーメーションでそのモデルを使用できます。

分類子モデルの作成
データオブジェクトを分類子モデルデータのソースに使用します。
分類子モデルのパフォーマンスは、分類子トランスフォーメーションへの入力データをモデルの参照データの
ソースとして使用した場合に最適になります。
1. Object Explorer で、コンテンツセットを開くか作成します。 
2. ［コンテンツ］ビューを選択します。 
3. ［分類子モデル］を選択し、［追加］をクリックします。 
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［分類子モデル］ウィザードが開きます。
4. 分類子モデルの名前を入力します。 

必要に応じて、このモデルの説明文を入力します。
5. モデルリポジトリを参照して、インポートするデータを含むデータオブジェクトを選択します。 

ソーシャルメディアのデータオブジェクトは選択しないでください。
［次へ］をクリックします。

6. データオブジェクトのカラムを確認して、モデルに追加するカラムを 1 つ以上選択します。同じ操作で参
照データカラムとラベルカラムを追加できます。 
• データのカラムを参照データとしてインポートするには、カラム名を選択して［データ］をクリックし

ます。
データカラムを複数選択してもかまいません。Developer tool が、ユーザーが選択したカラムのコン
テンツを 1 つのカラムに統合します。

• データのカラムをラベル値としてインポートするには、カラム名を選択して［ラベル］をクリックしま
す。

参照データ値とラベル値をインポートするときに、Developer tool が各行のラベルを同じ行の参照データ
文字列に割り当てます。カラムを選択する前に、データをプレビューできます。モデルを作成した後にラ
ベルの割り当てを変更できます。

［次へ］をクリックします。
7. データソースからインポートする行数を選択します。 

デフォルトでは、Developer tool がデータソースからすべての行をインポートします。数を入力すると、
モデルがデータセットの先頭から行を数えます。

8. ［完了］をクリックしてモデルを保存します。 
モデルを作成したら、ラベルの割り当てを確認してモデルをコンパイルします。

分類子モデルへのデータソースからのデータの追加
単一の操作で、参照データ値またはラベル値の複数の行を分類子モデルにインポートできます。
1. 分類子モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［データの付加］をクリックします。 

［分類子モデル］ウィザードが開きます。
4. モデルリポジトリを参照して、インポートするデータを含むデータオブジェクトを選択します。 

ソーシャルメディアのデータオブジェクトは選択しないでください。
［次へ］をクリックします。

5. データオブジェクトのカラムを確認して、モデルに追加するカラムを 1 つ以上選択します。同じ操作で参
照データカラムとラベルカラムを追加できます。 
• データのカラムを参照データとしてインポートするには、カラム名を選択して［データ］をクリックし

ます。
データカラムを複数選択してもかまいません。Developer tool が、ユーザーが選択したカラムのコン
テンツを 1 つのカラムに統合します。

• データのカラムをラベル値としてインポートするには、カラム名を選択して［ラベル］をクリックしま
す。
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参照データ値とラベル値をインポートするときに、Developer tool が各行のラベルを同じ行の参照データ
文字列に割り当てます。カラムを選択する前に、データをプレビューできます。モデルを作成した後にラ
ベルの割り当てを変更できます。

［次へ］をクリックします。
6. データソースからインポートする行数を選択します。 

デフォルトでは、Developer tool がデータソースからすべての行をインポートします。数を入力すると、
モデルがデータセットの先頭から行を数えます。

7. ［完了］をクリックしてモデルを保存します。 

分類子モデルへの参照データ行の追加
分類子モデルに参照データの行を 1 つ追加できます。
1. 分類子モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［行の追加］をクリックします。 

Developer tool が参照データの現在の行の下に行を追加します。
4. 行に参照データ値を入力します。 

Windows のショートカットを使用して行にデータを貼り付けることができます。

分類子モデルへのラベルの追加
分類子モデルに 1 つのラベルを追加できます。
1. 分類子モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［ラベルの管理］ダイアログボックスを開きます。 

ダイアログボックスにモデルのラベルがリスト表示されます。
4. ［新規］をクリックします。 

Developer tool がラベルのリストの一番下に行を追加します。
5. ［名前］カラムのデフォルト値をダブルクリックして、ラベル名を入力します。 
6. ［OK］をクリックします。 
ラベルを作成したら、参照データの 1 つ以上の行にラベルを割り当てることができます。［ラベルの管理］ダイ
アログボックスの［使用状況］カラムに、そのラベルを使用している行数が示されます。

参照データ行へのラベルの割り当て
単一の操作で、1 つ以上の参照データ行にラベルを割り当てることができます。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. 1 つ以上の参照データ行を選択します。チェックボックスオプションを使用して行を選択します。 

注: フィルタオプションを使用すると、ユーザーが指定したデータ値を含むすべての行を表示できます。
値を含む行をすべて選択するには、［すべて選択］チェックボックスオプションを使用します。

4. ［ラベルの割り当て］をクリックします。 
Developer tool に分類子モデルのラベルがリスト表示されます。
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5. ラベル値を選択して、［割り当て］をクリックします。 
Developer tool がラベル値に基づいてユーザーが選択した参照データ行を更新します。

必要に応じてモデルをコンパイルし、ラベル名を分類子モデルのロジックに追加します。

未使用のラベル値の特定
［ラベルの管理］ダイアログボックスを使用して、分類子モデルに未使用のままのラベル値がないか検索しま

す。［ラベルの管理］ダイアログボックスに、分類子モデルのラベル値の使用状況データが表示されます。使用
状況データを使用して、ラベル値を使用する参照データの行数を確認したり、未使用のラベル値を見つけたり
します。
1. 分類子モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［ラベルの管理］ダイアログボックスが開きます。ダイアログボックスに分類子モデルのラベルがリスト表

示されます。 
4. 各ラベルの［使用状況］カラムのデータを確認します。 

［使用状況］カラムに、そのラベルを使用する参照データの行数が示されます。ラベル値が未使用の場合
は、［使用状況］カラムの値がゼロになります。

分類子モデルからの行の削除
単一のアクションで、分類子モデルから参照データ行を 1 つ以上削除できます。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. 1 つ以上の参照データ行を選択します。チェックボックスオプションを使用して行を選択します。 
4. ［削除］をクリックします。 

Developer tool が分類子モデルからユーザーが選択した行を削除します。
操作を元に戻すには、キーボードの Ctrl+Z キーを押します。

分類子モデルからのラベルの削除
［ラベルの管理］ダイアログボックスを使用して、分類子モデルからラベルを削除します。

1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［ラベルの管理］ダイアログボックスを開きます。 
4. ［削除］をクリックします。 
5. ［はい］をクリックして操作を確認します。 

Developer tool がモデルからラベルを削除します。Developer tool が、ラベルを使用する参照データ行を
削除することはありません。

6. ［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じます。 
操作を元に戻すには、キーボードの Ctrl+Z キーを押します。
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分類子モデルのコンパイル
分類子モデルでラベルの値または参照データの値を編集するたびに、モデルをコンパイルする必要があります。
モデルをコンパイルするときは、モデル内のコンパイルデータを更新します。
u コンパイルデータを更新するには、モデルを Developer ツールで開いて［コンパイル］をクリックします。 

フィルタ操作と検索操作
フィルタオプションを使用して、ユーザーが指定した条件を満たす参照データ行を表示または非表示にします。
フィルタを適用すると、分類子モデルが表示するデータ行に対して追加のアクションを実行できます。例えば、
すべてのデータ行にラベル値を適用できます。
フィルタオプションを使用して、以下のタスクを実行します。
• ユーザーが入力した値を含む参照データ行を検索する。
• ユーザーが選択したラベルを使用する参照データ行を検索する。
• ラベルを使用しない参照データ行を検索する。
参照データの行内のデータ値を検索することもできます。

データ値を使用した参照データ行のフィルタリング
フィルタを使用して、1 つ以上の参照データ行に予想どおりのデータ値が含まれていることを確認します。
1. 分類子モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［フィルタ］フィールドに値を入力します。 

入力する値にワイルドカード文字を含めることもできます。
Developer tool に、フィルタテキストを含む参照データ行が表示されます。

ラベル値を使用した参照データ行のフィルタリング
フィルタを使用して、ユーザーが選択したラベルを使用する参照データ行を表示または非表示にします。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［フィルタ］メニューからラベル値を選択します。 

Developer tool に、そのラベル値を使用する参照データ行が表示されます。
注: ラベルを使用していない参照データ行を検索するには、［フィルタ］メニューから［ラベルなし］オプ
ションを選択します。

参照データ行内の値の検索
［検索］フィールドを使用して、ユーザーが選択したデータ値を行内で検索します。

1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. 参照データの行を選択します。 
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4. ［検索］フィールドに値を入力します。 
モデルに参照データ行内の値の出現箇所が強調表示されます。

5. 上矢印または下矢印を使用して、行内の値の他の出現箇所を確認します。 

コピーと貼り付けの操作
分類子モデルを、モデルリポジトリの中のあるコンテンツセットから別のコンテンツセットにコピーすること
ができます。分類子モデルをコピーして、リソースを他の Developer ツールユーザーと共有します。
モデルを別のコンテンツセットにコピーすることも、モデルを現在のコンテンツセットにインポートすること
もできます。リポジトリの中の複数のコンテンツセットから複数のモデルを 1 回の操作でインポートすること
ができます。
モデルをコピーする際に、コンテンツ管理サービスがモデルデータファイルのコピーをサービスマシンに作成
します。各モデルが異なるデータファイルを使用します。

別のコンテンツセットへの分類子モデルのコピー
分類子モデルを、モデルリポジトリの中のあるコンテンツセットから別のコンテンツセットにコピーすること
ができます。分類子モデルをコピーする際は、モデルオブジェクトおよびコピー元とコピー先のコンテンツセ
ットを指定します。
1. 分類子モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. 分類子モデルを選択し、［コピー先］をクリックします。 
3. モデルリポジトリの中を参照して、コンテンツセットを選択します。 

現在のプロジェクトあるいは別のプロジェクトのコンテンツセットに分類子モデルをコピーすることがで
きます。

4. ［OK］をクリックします。 
Developer ツールが、選択されたコンテンツセットに分類子モデルをコピーします。

別のコンテンツセットからの分類子モデルのインポート
分類子モデルを、モデルリポジトリであるコンテンツセットから別のコンテンツセットにインポートすること
ができます。分類子モデルをインポートする際は、1 つまたは複数のモデルオブジェクトおよびコピー元とコ
ピー先のコンテンツセットを指定します。
1. 分類子モデルを入れるコンテンツセットを開きます。 
2. 分類子モデルを選択し、［貼り付け元］をクリックします。 
3. モデルリポジトリの中を参照して、分類子モデルを選択します。 

現在のプロジェクトあるいは別のプロジェクトのコンテンツセットから分類子モデルを貼り付けることが
できます。

4. ［OK］をクリックします。 
Developer ツールが、現在のコンテンツセットに分類子モデルを貼り付けます。
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第  5  章

確率モデル
この章では、以下の項目について説明します。
• 確率モデルの概要, 51 ページ
• 確率モデルの構造, 52 ページ
• ラベラトランスフォーメーションの例, 52 ページ
• パーサートランスフォーメーションの例, 53 ページ
• 確率モデルのオプション, 53 ページ
• 確率モデルの参照データ, 56 ページ
• 確率モデルのラベルデータ, 56 ページ
• 確率モデルのプロパティ, 58 ページ
• 確率モデルの設定, 58 ページ
• コピーと貼り付けの操作, 64 ページ

確率モデルの概要
確率的なモデルは、コンテンツセットで作成する参照データオブジェクトです。確率的なモデルを使用して、
複数のデータ値を含むデータ文字列を分析します。確率的なモデルは、文字列の中の各値の情報の種類を特定
します。確率的なモデルをラベラトランスフォーメーションおよびパーサートランスフォーメーションに追加
することができます。
ラベラトランスフォーメーションで確率モデルを使用して、説明的なラベルを入力文字列の中の各値に適用し
ます。ラベラトランスフォーメーションでは、ラベルを単一の出力ポートに書き込みます。パーサートランス
フォーメーションの確率的なモデルを使用して、入力文字列の各値を値の情報を表すポートに書き込みます。
パーサートランスフォーメーションでは、情報タイプごとに出力ポートを作成します。
Developer tool で確率モデルを設計してコンパイルします。確率的なモデルを定義する際、一連のデータ行を
モデルに追加し、各行内のそれぞれの値にラベルを割り当てます。確率モデルをコンパイルすると、
Developer tool により、データ値と追加したラベルとの関連付けが作成されます。ラベラトランスフォーメー
ションとパーサートランスフォーメーションでは、自然言語のプロセスを使用して、確率モデルのデータと入
力ポートのデータを比較します。
自然言語のプロセスでは、以下の方法を使用して、データ値内の情報のタイプを識別します。
• 自然言語のプロセスでは、似ているデータ値を認識して、同じラベルを値に適用できます。
• 自然言語のプロセスでは、データ値と文字列内の隣接する値を比較できます。自然言語のプロセスでは、値

のシーケンスを分析して、各文字列の用法を把握し、文字列が表す情報タイプを確認できます。
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確率モデルの構造
確率モデルには、参照データ値の行とラベル値の行があります。参照データ値は、トランスフォーメーション
の入力データに表示される可能性があるさまざまな値を表します。ラベル値は、入力値に含まれる情報のタイ
プを識別します。
確率モデルは、また編集データを含みます。ラベラトランスフォーメーションとパーサートランスフォーメー
ションは、コンパイルデータを使用して、モデルの参照データとトランスフォーメーションの入力データ間の
類似度を測定します。確率モデルをコンパイルするときに、コンパイルデータを作成または更新します。
1 つのデータ行には、1 つの値または複数の値を含めることができます。各データ行は異なる構造を持つこと
ができます。同じラベルを、データ行の異なる値に割り当てられます。また、行内の複数の位置に表示される
同一の値に異なるラベルを割り当てることもできます。マッピングの実行時、データ統合サービスは入力文字
列内の値の相対位置を考慮します。確率モデルをコンパイルする前に、各ラベルを 1 つ以上のデータ値に割り
当てます。
Developer tool は、参照データ値、ラベル値、およびコンパイルデータを Informatica ディレクトリ構造内の
ファイルに書き込みます。モデルリポジトリの確率モデルオブジェクトがファイル名を格納します。確率モデ
ルを保存するときに、現在の参照データ値とラベル値をファイルに書き込みます。モデルをコンパイルすると
きに、ファイルのコンパイルデータを更新します。Developer tool のモデルのプロパティからファイル名を読
み取ることができます。
注: 確率モデルの機能を最適化するには、各データ行に複数の参照データ値が含まれていることを確認します。
各行の値の順序は、トランスフォーメーションの入力データに値が出現する順序とできるだけ一致させる必要
があります。データ行に単一の参照データ値がある場合、ラベラトランスフォーメーションまたはパーサート
ランスフォーメーションが確率分析時に自然言語のプロセスを適用できません。

ラベラトランスフォーメーションの例
ある保険会社の顧客データベースには複数のデータエントリエラーがあります。あなたは保険会社でデータ管
理を任されています。そこで、ラベラトランスフォーメーションでマッピングを設定して、各カラムに入って
いるさまざまな種類のデータを判定することにします。
次のテーブルは、顧客データベースからのサンプルデータの説明です。

行 ID フィールド 1 フィールド 2 フィールド 3
1 19132954 AIM SECURITIES PETRIE TAYBRO
2 10110169 JASE TRAPANI BANK OF NEW YORK
3 10111786 WANGER ASSET MANAGEMENT, LLP JAN SEEDORF
4 10112299 FELIX LEVENGER HARVARD MAGAZINE
5 10112036 DESCHÊNES & FILS LTÉE (QUEBEC) RICHARD TREMBLAY
6 BERGER ASSOCIATES 10111101 DAREEN HULSMAN
7 19131385 EAGLE FINANCIAL GROUP INC PATRICK MCKINNIE
8 LAKENYA PASKETT WHITEHALL FINANCIAL GROUP 15954710
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このマッピングを実行すると、ラベラトランスフォーメーションが入力データを確率モデルの参照データと比
較します。ラベラトランスフォーメーションが、各入力ポートのデータのラベルを選択します。このトランス
フォーメーションがラベルを出力ポートに書き込みます。各出力行には一連のラベルがあり、対応する入力行
でのデータ構造を定義しています。
次のテーブルは、ラベラトランスフォーメーションが出力ポートに追加するラベルの説明です。

行 ID 出力ラベル
1 電話番号　社名　連絡先
2 電話番号　連絡先　社名
3 電話番号　社名　連絡先
4 電話番号　連絡先　社名
5 電話番号　社名　連絡先
6 organization number contact
7 organization number contact
8 連絡先　社名　電話番号

パーサートランスフォーメーションの例
あるスーパーでは、データベーステーブル内の単一のカラムに製品の説明を格納しています。製品の説明には、
さまざまな種類の情報を表している複数のデータ値が入っています。あなたはスーパーでデータ管理を任され
ています。そこで、製品の説明の中のさまざまな情報の種類ごとにカラムを作成することにします。
パーサートランスフォーメーションでマッピングを設定して、データ値を正しいフィールドに整理します。
次のデータフラグメントにはオレンジジュースの商品説明が含まれています。
Sunnydream オレンジジュース無糖 340 グラム
次のテーブルは、パーサートランスフォーメーションが入力データから作成する出力データの説明です。

製品名 製品タイプ 製品の詳細 製品のサイズ
Sunnydream オレンジジュース 無糖 340 グラム

確率モデルのオプション
確率モデルを編集する際、データビューまたはラベルビューで作業できます。
データビューでは、モデルに参照データ行を追加したり、各行のデータ値にラベルを割り当てたりします。ラ
ベルビューでは、モデル内のラベル値の使用に関する詳細な情報を確認できます。データビューでもラベルビ
ューでも確率モデルにラベルを追加できます。
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確率モデルのデータビュー
データビューには、確率モデルの参照データ行と、ユーザーが各行に割り当てたラベル値の数が表示されます。
また、現在のモデルで値に割り当てたラベルの合計数も示されます。
参照データ行を選択すると、［検索］フィールドの下にあるエディタに行の値が表示されます。行の参照データ
値にラベルを割り当てるには、エディタの値を右クリックしてラベル値を選択します。
次の図に、データビューを選択したときに使用可能な確率モデルのオプションを示します。

データビューには次のオプションがあります。
1. 行の追加

空白のデータ行を挿入します。
2. データの追加

モデルリポジトリのデータオブジェクトからデータをインポートします。
3. 切り取り

データ行を確率モデルから削除してクリップボードに追加します。
4. コピー

データ行をクリップボードにコピーします。
5. 貼り付け

データ行をクリップボードから確率モデルに貼り付けます。
6. 削除

確率モデルからデータ行を削除します。
7. ラベルの管理

［ラベルの管理］ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスを使用して、確率モデルのラベ
ル値を追加または削除します。
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8. ラベルの割り当て
ユーザーが選択した 1 つ以上の参照データ値にラベルを割り当てます。モデル内の参照データ値のすべて
の出現箇所にラベルを割り当てるオプションを使用できます。

9. プロパティの編集
確率モデルのプロパティを表示します。

10. コンパイル
確率モデルをコンパイルします。

11. ［検索］フィールド
ユーザーが入力した参照データ値を含むモデル内の行を検索します。上矢印または下矢印を使用して、値
を含む行に移動します。

12. 進む矢印と戻る矢印
モデル内のデータ値を含む前後の行に移動します。

13. ラベル付けされた値の合計数
ラベルを使用する参照データ値の数を示します。

14. ［ラベル］フィールド
ユーザーが選択した参照データ値に適用できるラベル値を表示します。

15. ［ラベル］メニュー
1 つ以上の参照データ値にラベルを割り当てる場合に使用できるオプションをリスト表示します。メニュ
ーを開くには、参照データエディタの参照データ値を右クリックします。

確率モデルのラベルビュー
ラベルビューには、確率モデルで定義したラベルがリスト表示されます。ラベルを選択すると、ユーザーが各
行のラベルに割り当てたデータ値がラベルビューに表示されます。
次の図に、データビューを選択したときに使用可能な確率モデルのオプションを示します。
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ラベルビューには次のオプションがあります。
1. ラベルの管理

［ラベルの管理］ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスを使用して、確率モデルのラベ
ル値を追加または削除します。

2. ラベルの割り当て
ユーザーが選択した 1 つ以上の参照データ値にラベルを割り当てます。
単一の操作で、ラベルを 1 つのデータ値に割り当てることも、複数の値に割り当てることもできます。

3. プロパティの編集
確率モデルのプロパティを表示します。

4. コンパイル
確率モデルをコンパイルします。

5. ラベル値のリスト
モデル内の参照データ値に割り当て可能なラベルをリスト表示します。

6. 割り当てフィルタ
選択するラベルを使用する参照データ値のリストをフィルタします。フィルタオプションは、データ値へ
のラベルの割り当て方法に基づいて参照データ値を表示または非表示にします。
フィルタを適用すると、ラベルビューに表示されるラベル付けされた値の合計数に、フィルタ条件を満足
する値の数が反映されます。

7. 参照データ値カラム
現在のラベルを使用する参照データ値をリスト表示します。

8. ラベル付けされた値の合計数
現在のラベルを使用する参照データ値の数を示します。

確率モデルの参照データ
確率モデルの参照データ値は、マッピングでトランスフォーメーションに接続する可能性がある入力データの
タイプを表します。
Developer ツールで参照データ行を追加、編集、削除することができます。データはクリップボードから貼り
付けることも、データソースからインポートすることもできます。参照データ値を追加したら、各行の各デー
タ値にラベルを割り当てます。

確率モデルのラベルデータ
確率モデルのラベル値は、参照データ値に含まれる可能性のある情報タイプを表します。参照データ行をモデ
ルに追加するときに、それぞれの行の各値にラベルを割り当てます。モデルに追加したラベルは、ラベルビュ
ー、およびデータビューのメニューオプションに表示されます。
モデル内のどのラベルでも、任意の参照データの値に割り当てることができます。参照データの複数の行に同
じ値があるが、その意味が異なる場合は、それぞれの行の各値に異なるラベルを割り当てられます。
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ラベル値の範囲は、ラベラトランスフォーメーションまたはパーサートランスフォーメーションが確率分析時
に読み込む入力ポートの範囲と対応させることができます。確率モデルには、トランスフォーメーションが各
入力ポートのデータ値に適用できるラベル値が 1 つ以上必要です。
例えば倉庫で、8 つのカラムを定義するカンマ区切りのファイルにインベントリデータが保存されているとし
ます。このインベントリデータをデータベーステーブルに解析するマッピングを設計します。各データカラム
にラベル値がある確率モデルを作成します。マッピングの実行時に、パーサートランスフォーメーションが入
力データの各値をターゲットテーブルの正しいカラムに書き込みます。
次のテーブルに、確率モデルで作成するインベントリデータのカラムとラベル値のカラムの例を示します。

インベントリカラム名 ラベル名
Product_Name Product_Name
Quantity Quantity
場所 場所
Barcode Barcode
SKU Stock_Keeping_Unit
Arrival_Date Arrival_Date
Cost_Price Cost_Price

注: 入力カラム名を使用することも、他の名前を使用することも可能です。名前が一致している必要はありませ
ん。

オーバーフローラベル
トランスフォーメーションが入力データ値にラベルを適用できない場合、トランスフォーメーションはそのデ
ータ値をオーバーフローデータとして処理します。ラベラトランスフォーメーションが特定不能なデータ値に
オーバーフローラベルを適用します。パーサートランスフォーメーションが特定不能なデータ値をオーバーフ
ローポートに書き込みます。
次のテーブルに、パーサートランスフォーメーションが確率モデルで認識されないアドレスデータ要素の解析
にオーバーフローポートを使用する場合とその方法を示します。

入力データ Street_Name ポート Street_Descriptor ポ
ート

Overflow ポート

Park Place Park Place オーバーフローデータなし
Park Avenue Park Avenue オーバーフローデータなし
Madison Avenue Madison Avenue オーバーフローデータなし
Central Park Central Park オーバーフローデータなし
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入力データ Street_Name ポート Street_Descriptor ポ
ート

Overflow ポート

Washington Square 
Park

Washington Square Park

Madison Square 
Garden

Madison Square Garden

入力値の数がモデルのラベル数より多い場合も、パーサートランスフォーメーションが値をオーバーフローポ
ートに書き込みます。トランスフォーメーションで確率モデルを使用する前に、入力データを検証し、モデル
に正しい数のラベル値があることを確認します。

確率モデルのプロパティ
確率モデルの全般プロパティと詳細プロパティを確認できます。
プロパティエディタを開くには、データビューまたはラベルビューの［プロパティの編集］オプションを選択
します。
全般プロパティには、確率モデルの名前、モデルの説明、モデルデータファイルの名前が表示されます。詳細
プロパティには、Developer ツールが確率モデルのコンパイルに使用する計算プロパティが表示されます。
確率モデルのコンパイルにおける基本要素は n-gram です。n-gram とは、それが他の文字の前または後ろに
付くことで単語が形成されるような一連の文字です。マッピングが実行されているときに、確率モデルの参照
データカラムにある各値に対して複数の n-gram が、ラベラトランスフォーメーションまたはパーサートラン
スフォーメーションによって作成されます。このトランスフォーメーションが入力データの値を、参照データ
の値および n-gram と比較します。確率モデルの詳細プロパティにより、確率モデルが n-gram およびその他
のモデル機能を処理する方法が決定されます。
注: 詳細プロパティのデフォルト値は、確率的な分析および確率モデルのコンパイルの優先設定を表します。詳
細プロパティを編集すると、確率的な分析の精密度に悪影響を及ぼす恐れがあります。行う変更の影響を理解
していない限り、詳細プロパティは編集しないでください。
関連項目：
•「確率的なモデルと分類子モデルのルールとガイドライン」  (ページ 38)

確率モデルの設定
確率モデルを設定する手順では、最初に実行する分析のタイプを処理します。ラベラトランスフォーメーショ
ンでは、確率モデルを使用して、入力文字列内の各値の情報のタイプを識別します。パーサートランスフォー
メーションでは、確率モデルを使用して、入力文字列内のデータ値を異なる出力ポートに解析します。
データのラベル付けとデータの解析に同じ確率モデルを使用できます。ラベラトランスフォーメーションでモ
デルを使用するときは、ユーザーが選択した入力ポートごとにトランスフォーメーションが出力ポートを 1 つ
作成します。パーサートランスフォーメーションでモデルを使用するときは、識別する入力データのタイプご
とにトランスフォーメーションが出力ポートを作成します。
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確率モデルを作成するには、以下のタスクを実行します。
1. モデルに追加する参照データ値とラベル値を特定します。

分析するデータのフラグメントを使用できます。モデルリポジトリにデータフラグメントを読み取るデー
タオブジェクトを作成します。

2. コンテンツセットを作成し、そのセットに確率モデルを追加します。
3. 参照データ値をモデルに追加します。
4. ラベル値をモデルに追加します。

モデルリポジトリのデータオブジェクトからデータをインポートできます。参照データの 1 つの行または
1 つのラベルを入力することもできます。
確率モデルを使用してデータを解析するには、モデルに、トランスフォーメーションが作成する必要のあ
る各出力ポートのラベル値があることを確認します。

5. それぞれの行の各データ値を参照するラベルを割り当てます。
単一の操作で、複数の参照データ値にラベルを割り当てることができます。

6. モデルをコンパイルします。
確率モデルをコンパイルしたら、トランスフォーメーションでそのモデルを使用できます。

空の確率モデルの作成
参照データやラベルデータが含まれていない確率モデルオブジェクトを作成できます。空のモデルを作成して、
そのモデルにデータを追加またはインポートします。
1. Object Explorer で、コンテンツセットを開くか作成します。 
2. ［コンテンツ］ビューを選択します。 
3. ［確率モデル］を選択し、［追加］をクリックします。 

確率モデルウィザードが開きます。
4. ［確率モデル］オプションを選択します。 

［次へ］をクリックします。
5. 確率モデルの名前を入力します。 

必要に応じて、このモデルの説明文を入力します。
6. ［完了］をクリックします。 

データオブジェクトからの確率モデルの作成
データオブジェクトを確率モデルのデータのソースとして使用することができます。
確率モデルのパフォーマンスは、ラベラトランスフォーメーションまたはパーサートランスフォーメーション
への入力データをモデルの参照データのソースとして使用した場合に最適になります。
1. Object Explorer で、コンテンツセットを開くか作成します。 
2. ［コンテンツ］ビューを選択します。 
3. ［確率モデル］を選択し、［追加］をクリックします。 

確率モデルウィザードが開きます。
4. ［データオブジェクトからの確率モデル］オプションを選択します。 

［次へ］をクリックします。
5. 確率モデルの名前を入力します。 
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必要に応じて、このモデルの説明文を入力します。
6. モデルリポジトリを参照して、インポートするデータを含むデータオブジェクトを選択します。 

ソーシャルメディアのデータオブジェクトは選択しないでください。
［次へ］をクリックします。

7. データオブジェクトのカラムを確認して、モデルに追加するカラムを 1 つ以上選択します。同じ操作で参
照データカラムとラベルカラムを追加できます。 
• データのカラムを参照データとしてインポートするには、カラム名を選択して［データ］をクリックし

ます。
データカラムを複数選択してもかまいません。Developer tool が、ユーザーが選択したカラムのコン
テンツを 1 つのカラムに統合します。

• データのカラムをラベル値としてインポートするには、カラム名を選択して［ラベル］をクリックしま
す。

参照データ値とラベル値をインポートするときに、Developer tool が各行のラベルを同じ行の参照データ
文字列に割り当てます。カラムを選択する前に、データをプレビューできます。モデルを作成した後にラ
ベルの割り当てを変更できます。

［次へ］をクリックします。
8. データソースからインポートする行数を選択します。 

デフォルトでは、Developer tool がデータソースからすべての行をインポートします。数を入力すると、
モデルがデータセットの先頭から行を数えます。

9. インポートするデータ値の区切り文字を指定します。 
参照データ値とラベル値に異なる区切り文字を指定できます。デフォルトの区切り文字は空白文字です。

10. ［完了］をクリックしてモデルを保存します。 
確率モデルを作成したら、ラベルの割り当てを確認してモデルをコンパイルします。

確率モデルへのデータソースからのデータの追加
単一の操作で、参照データ値またはラベル値の複数の行を確率モデルにインポートできます。
1. 確率モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［データの付加］をクリックします。 

確率モデルウィザードが開きます。
4. モデルリポジトリを参照して、インポートするデータを含むデータオブジェクトを選択します。 

ソーシャルメディアのデータオブジェクトは選択しないでください。
［次へ］をクリックします。

5. データオブジェクトのカラムを確認して、モデルに追加するカラムを 1 つ以上選択します。同じ操作で参
照データカラムとラベルカラムを追加できます。 
• データのカラムを参照データとしてインポートするには、カラム名を選択して［データ］をクリックし

ます。
データカラムを複数選択してもかまいません。Developer tool が、ユーザーが選択したカラムのコン
テンツを 1 つのカラムに統合します。

• データのカラムをラベル値としてインポートするには、カラム名を選択して［ラベル］をクリックしま
す。
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参照データ値とラベル値をインポートするときに、Developer tool が各行のラベルを同じ行の参照データ
文字列に割り当てます。カラムを選択する前に、データをプレビューできます。モデルを作成した後にラ
ベルの割り当てを変更できます。

［次へ］をクリックします。
6. データソースからインポートする行数を選択します。 

デフォルトでは、Developer tool がデータソースからすべての行をインポートします。数を入力すると、
モデルがデータセットの先頭から行を数えます。

7. インポートするデータ値の区切り文字を指定します。 
参照データ値とラベル値に異なる区切り文字を指定できます。デフォルトの区切り文字は空白文字です。

8. ［完了］をクリックしてモデルを保存します。 

確率モデルへの参照データ行の追加
データビューを使用して、確率モデルに空の行を追加します。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 

モデル名を選択し、［編集］をクリックします。
2. データビューを選択します。 
3. モデルに空の行を追加するには、［新規］をクリックします。 
4. 追加した行を選択し、行に 1 つ以上の参照データ値を入力します。 
5. 確率モデルを保存します。 
モデルを保存後、行の各値にラベルを割り当てます。必要に応じて、モデルをコンパイルします。

確率モデルへのラベルの追加
確率モデルにはラベルを 1 つ追加できます。モデルデータの値が表す情報タイプすべてにラベルを追加します。
パーサートランスフォーメーションで確率モデルを使用する場合、トランスフォーメーションが作成するべき
出力ポートごとに、ラベルを追加します。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. データビューまたはラベルビューで、［ラベルの管理］をクリックします。 

［ラベルの管理］ダイアログボックスが表示されます。
4. ［ラベルの管理］ダイアログボックスで、［新規作成］をクリックします。 

ダイアログボックスの最初の空白行に、ラベルが表示されます。
5. ラベル名を編集します。必要に応じて、ラベルの色を更新します。 
6. ［OK］をクリックして、ラベルをモデルに追加します。 
7. 確率モデルを保存します。 
ラベルを追加した後、1 つ以上のデータ値にそのラベルを割り当てます。

確率モデルの設定       61



参照データ値へのラベルの割り当て
参照データ行の 1 つのデータ値にラベルを割り当てることができます。
同じデータ値が行内の複数の場所または複数の行に表示される場合は、そのデータ値に異なるラベルを割り当
てられます。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. データビューを選択します。 
4. ラベルのないデータ値や間違ったラベルの付いたデータ値を検索します。ラベルを使用するデータ値は色

分けされています。 
5. そのデータ値を含むデータ行を選択します。 

エディタに行が表示されます。
6. エディタでデータ値を右クリックし、コンテキストメニューからラベルを選択します。 

Developer ツールにより、データ値にラベルが割り当てられます。
7. 確率モデルを保存します。 
確率モデルを保存後、必要に応じてモデルをコンパイルします。

複数のデータ値へのラベルの割り当て
単一の操作で、複数の参照データ値にラベルを割り当てることができます。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ［ラベルの割り当て］をクリックします。 

［複数値へのラベルの割り当て］ダイアログボックスが開きます。
4. ［検索］フィールドに 1 文字以上を入力します。 

［検索］フィールドにはワイルドカード文字も入力できます。
5. 必要に応じて、追加の検索条件を選択します。 

次のオプションを選択またはクリアできます。
• 大文字/小文字の一致

検索操作で大文字と小文字が区別されます。このオプションとワイルドカード文字を併用しないでくだ
さい。

• 文字列全体と一致検索操作で、参照データ値の文字とユーザーが入力した文字の完全な一致が検索され
ます。このオプションとワイルドカード文字を併用しないでください。

• ラベル付けされた値の無視
検索操作で、ラベルを使用する参照データ値がスキップされます。

6. 検索条件に一致した参照データ値に割り当てるラベルを選択します。 
［ラベルなし］オプションも選択できます。このオプションを選択すると、ユーザーが入力した文字を含む

参照データ値からラベルが削除されます。
7. ［開始］をクリックします。 

ユーザーが定義した検索条件に一致するすべての参照データ値に、Developer tool がラベルを割り当てま
す。
注: 単一の操作でラベルを割り当てた参照データを表示するには、ラベルビューの［一括によって割り当
て済み］を使用します。
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確率モデルからの行の削除
単一のアクションで、確率モデルから参照データ行を 1 つ以上削除できます。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. データビューで、参照データ行を 1 つ以上選択します。 
4. ［削除］をクリックします。 

Developer tool が分類子モデルからユーザーが選択した行を削除します。
操作を元に戻すには、キーボードの Ctrl+Z キーを押します。

確率モデルからのラベルの削除
モデルからラベル値を削除する場合、そのラベルを使用した参照データ値はすべてそのモデルに残ります。各
参照データ値に別のラベル値を割り当てます。
1. モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. データビューまたはラベルビューで、［ラベルの管理］をクリックします。 
4. ［ラベルの管理］ダイアログボックスで、ラベル値を選択します。 
5. ［削除］をクリックします。 
6. ［OK］をクリックしてラベルを削除します。 
7. 確率モデルを保存します。 
注: ラベルは確率的なモデル内の構造要素です。モデルをトランスフォーメーションに追加した後にラベルを追
加または削除した場合、そのモデルを使用している操作が無効になります。更新したモデルを使用するには、
トランスフォーメーション操作を削除して再作成します。

確率モデルのコンパイル
確率モデルのデータまたはラベルの割り当てを更新するときに、モデルをコンパイルできます。モデルをコン
パイルして、現在の参照データ値と現在のラベル値間の関連付けに基づいてモデルのロジックを更新します。
確率モデルをコンパイルする前に、各ラベル値が少なくとも 1 つの参照データ値を識別することを確認します。
u モデルをコンパイルするには、モデルを Developer ツールで開いて［コンパイル］をクリックします。 

確率モデル内のデータ行の検索
データビューを使用して、ユーザーが入力した値を含む参照データ行を検索します。
1. 確率モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. データビューを選択します。 
4. ［検索］フィールドに 1 文字以上を入力します。 

入力した値が含まれる、モデル内の最初の行がデータビューに表示されます。
5. 上矢印または下矢印を使用して、値を含む他の行に移動します。 
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ラベル割り当てによる参照データ値のフィルタリング
ラベルビューを使用して、指定するラベルを使用する参照データ値を検索します。ラベルの割り当てに使用し
た方法に基づいて結果をフィルタします。
1. 確率モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ラベルビューで、ラベル値を選択します。 

確率モデルに、そのラベルを使用する参照データ値がリスト表示されます。モデルには、そのラベルを使
用するデータ値の数も示されます。

4. ラベルを使用する参照データ値のリストにフィルタを適用します。 
次のフィルタのいずれかを選択します。
• すべて。ラベルを使用する参照データ値を表示します。［すべて］はデフォルトのオプションです。
• ユーザーによって割り当て済み。ラベルを割り当てたときに個別に選択した参照データ値すべてを表示

します。
• 一括によって割り当て済み。一括割り当て操作の一部としてラベルを割り当てた参照データ値を表示し

ます。
確率モデルには、フィルタ条件を満たす参照データ値が示されます。

未使用のラベル値の検索
ラベルビューを使用して、参照データ値に割り当てられていないラベル値を検索します。各ラベルは最低 1 つ
以上の参照データ値に割り当てる必要があります。
1. 確率モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. ラベルビューで、ラベル値を選択します。 

確率モデルに、そのラベルを使用する参照データ値がリスト表示されます。また、そのラベルを使用する
データ値の合計数も示されます。
データ値の合計数がゼロの場合、そのラベルは確率モデルのどの参照データ値にも割り当てられていませ
ん。

コピーと貼り付けの操作
確率モデルは、モデルリポジトリの中のあるコンテンツセットから別のコンテンツセットにコピーすることが
できます。確率モデルをコピーして、リソースを他の Developer ツールユーザーと共有します。
モデルを別のコンテンツセットにコピーすることも、モデルを現在のコンテンツセットにインポートすること
もできます。リポジトリの中の複数のコンテンツセットから複数のモデルを 1 回の操作でインポートすること
ができます。
モデルをコピーする場合、コンテンツ管理サービスは、モデルデータファイルのコピーを Informatica サービ
スホストマシンに作成します。各モデルが異なるデータファイルを使用します。
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別のコンテンツセットへの確率モデルのコピー
確率モデルは、モデルリポジトリの中のあるコンテンツセットから別のコンテンツセットにコピーすることが
できます。確率モデルをコピーする際は、モデルオブジェクトおよびコピー元とコピー先のコンテンツセット
を指定します。
1. 確率モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. 確率モデルを選択し、［コピー先］をクリックします。 
3. モデルリポジトリの中を参照して、コンテンツセットを選択します。 

この確率モデルは、現在のプロジェクトあるいは別のプロジェクトの中のコンテンツセットにコピーする
ことができます。

4. ［OK］をクリックします。 
Developer ツールが、選択されたコンテンツセットに確率モデルをコピーします。

別のコンテンツセットからの確率モデルのインポート
確率モデルを、モデルリポジトリの中のあるコンテンツセットから別のコンテンツセットにインポートするこ
とができます。確率モデルをインポートする際は、1 つまたは複数のモデルオブジェクトおよびコピー元とコ
ピー先のコンテンツセットを指定します。
1. 確率モデルを入れるコンテンツセットを開きます。 
2. 確率モデルを選択し、［貼り付け元］をクリックします。 
3. モデルリポジトリの中を参照して、確率モデルを選択します。 

現在のプロジェクトあるいは別のプロジェクトのコンテンツセットから確率モデルを貼り付けることがで
きます。

4. ［OK］をクリックします。 
Developer ツールが、現在のコンテンツセットに確率モデルを貼り付けます。

参照データ行のクリップボードへのコピー
参照データの 1 つ以上の行を確率モデルからクリップボードにコピーできます。行を別の確率モデルに貼り付
けることも可能です。
1. 確率モデルの入っているコンテンツセットを開きます。 
2. モデル名を選択し、［編集］をクリックします。 
3. データビューで、参照データの行を 1 つ以上選択します。 
4. Ctrl+C キーを使用して、行をクリップボードにコピーします。 

この操作で、参照データと参照データに割り当てたラベル値がコピーされます。
Ctrl+V キーを使用して、その行をテキストエディタまたは別の確率モデルのデータビューに貼り付けます。
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付 録  A

参照データと Informatica Data 
Engineering Integration

• 参照データと Informatica Data Engineering Integration, 66 ページ

参照データと Informatica Data Engineering Integration
Informatica Data Engineering Integration は、Informatica ドメインおよび Informatica クライアントアプ
リケーションを Hadoop クラスタと組み合わせます。Developer tool からクラスタにマッピングをプッシュダ
ウンし、クラスタ内のノードでマッピングを実行できます。
プッシュダウン操作では、マッピングが読み取る参照テーブルデータ、コンテンツセットデータ、ID ポピュレ
ーションデータがすべてクラスタにコピーされます。マッピングの実行後、クラスタは、プッシュダウン操作
でマッピングと一緒にコピーされた参照データを削除します。
プッシュダウン操作では、アドレス検証参照データはコピーされません。アドレス検証を実行するマッピング
をプッシュする場合は、マッピングを実行する各ノードにアドレス検証参照データファイルをインストールす
る必要があります。アドレス検証マッピングの実行後、クラスタはアドレス検証参照データファイルを削除し
ません。

アドレス検証の参照データ
Hadoop 環境でアドレス検証マッピングを実行するときは、マッピングを実行する各 DataNode にアドレス参
照データファイルが存在している必要があります。Informatica Data Engineering Integration は、DataNode
にファイルをインストールするために使用できるシェルスクリプトとともにインストールされます。
スクリプトを使用して、1 回の操作で DataNode にアドレス参照データファイルをインストールします。スク
リプトは、ノードの名前または IP アドレスを含むファイルを読み取ります。スクリプトは、ファイルが識別す
る各ノードに、アドレス参照データファイルをコピーします。
スクリプト名は copyRefDataToComputeNodes.sh です。
このスクリプトは、Data Engineering Integration インストール済み環境の次のディレクトリに含まれていま
す。
<Informatica installation directory>/tools/dq/av
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次の表では、スクリプトで使用するオプションについて説明します。

オプ
ショ
ン

説明

-n Hadoop クラスタ内の DataNode の名前または IP アドレスの一覧を含むファイル。各ノード名また
は IP アドレスをファイル内の別々の行に入力します。
デフォルトでは、スクリプトは$BASEDIR/HadoopDataNodes ディレクトリからファイルを読み取ります。
ここで$BASEDIR はシェルスクリプトの場所です。

-p アドレス参照データファイルをインストールするかどうかを確認するメッセージが表示されます。
デフォルトでは、ソースディレクトリから DataNode のターゲットディレクトリにファイルをコピ
ーするかどうかを確認するプロンプトが表示されます。スケジュールに従ってシェルスクリプトを
実行する場合は、プロンプトを無効にすることができます。
デフォルトのオプション値は Y です。プロンプトを無効にするには、値を N に設定します。

-s スクリプトがノードにコピーするアドレス参照データファイルのソースディレクトリ。
デフォルトでは、スクリプトはローカルコンピューター上の/reference_data ディレクトリからファ
イルを読み取ります。
注: アドレス参照データファイルは、ファイル名拡張子.MD を使用します。ソースディレクトリに
は、アドレス参照データファイルのみが含まれ、その他のファイルは含まれない必要があります。

-t スクリプトがアドレス参照データファイルをコピーする各ノードのディレクトリ。
デフォルトでは、スクリプトは各ノードの/reference_data ディレクトリにファイルをコピーします。

-u スクリプトを実行するユーザーの名前。ユーザーは、ノードへのパスワードレスセキュアシェルア
クセスを持っている必要があります。

アドレス参照データファイルのインストール
Hadoop クラスタの DataNode にアドレス参照データファイルをインストールするには、
copyRefDataToComputeNodes.sh シェルスクリプトを実行します。または、指定した時間間隔でこのシェルスクリ
プトを実行するジョブをジョブスケジューラアプリケーションで定義します。
スクリプトを実行するかジョブを定義する前に、スクリプトに指定するオプション値を確認します。デフォル
ト値をそのまま使用することも、値を更新することもできます。
コマンドプロンプトでのアドレス参照データファイルのインストール
コマンドプロンプトでファイルをインストールするには、次の手順を実行します。
1. コマンドプロンプトで、次のディレクトリを開きます。

<Informatica installation directory>/tools/dq/av
2. copyRefDataToComputeNodes.sh を実行します。

必要に応じて、スクリプトオプションに 1 つ以上の値を入力します。オプションの値を入力しない場合、
スクリプトはオプションのデフォルト値で実行されます。
デフォルトでは、ファイルのインストールを確認するようにメッセージが表示されます。ファイルをイン
ストールするには、「Y」と入力します。

スケジュール済みジョブを使用したアドレス参照データファイルのインストール
シェルスクリプトを指定した時間間隔で実行するジョブを定義できます。ジョブスケジューラアプリケーショ
ンにジョブを追加します。ファイルをインストールするジョブを定義する場合は、インストールを確認するた
めのプロンプトを無効にする必要があります。
プロンプトを無効にするには、シェルスクリプトで次のオプションを設定します。
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